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ぶ奇に発ラ′ 亨、　一軍

〆濁、畔律廃れ人は後胤糞の替り

離せあけ承乞象ラ勿れ　賓か鳩鮭と凄く巧亀
祖廟も・漁集ま亀碩霊と去る麹＝

‾㌻∴∵－∴ラ∴∴二一二号、′二
義針上乗遽ユ灸めて姓乞途上もでアユ‘

∴∴∴∴∴∴一ミ．；！．・．f∴一㌦∴．．こ
なお城且の凝れJ、もと象ラ■草丈の室とキ　ム可寸、L。

克牛孝系に異′として　条章に塵JL乞牽す丸は

禿針攻笑に対して　男子わ子女と考うまま草色車

もしろィ上土の遺　草をこ身上一て々石炭壷まとと省みよ＿L

産磯に彩して可巧し碑也捜・′入産廃ド碑と老け■‾る折．

小人鼻炎Lして避軒下九は
耳キば妙紗咤して萄動の車し・
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粛　承耳ヰ
通わ五巧東町こ麿底官笹生られたヤ貧針鉛良法かゎ繊線化客舟の尊かこは

入学式Lか卒革式次舟こ韓する季招く郵凍みか凋β、つたL鷹う水盛灘通学

料の塞炭乞法られたキてあ鳥銅、そそを　卑卑　裂勘二しっでは草強の激励∴

周蔵周れ戊祈れ泣付∵っ止車も東条す、小、咤郎凰千千、1れても）為か　射）

はあきらあて磯Lき、えてH長鳥、も葬れ査」1．

尊及払膏もあってt沌挙に森　泉の甲子園の野頑の劇五宛の′八丁あ・

審塑玖Lしておられる盤スノ　ープり痩曙斉であ祈　摩耗工激　励歌とェ噴泉

あれえと＝ラ考）孝入水一γに廊味乱れた方であり、座談の薫今て承前毯札

止尊厳旦トム凍て傾き孝よと炎に色ぞ紹乞承りたこヒムレはしはあった。そ

うして庚の象率を経験し孝磯の声、圧顔の承粟立顔と動く牲つげでも人の終

かまキ冬に礪凍しな‘－李が盛しられえ。

し久も九生温化学ム革の八九草であり私か東大で巌えで演庸一鼻炎の努そ

り再針Lをああ（、風土の御卑円は象軋比孝で、あり　謡は項叔亀麻子匡盈ん

たので孫草子j亡当る乾である■学長ヒしてあ。で区なる且払蕗費蜘甑／寸

衝　汚れ才、つたた骨で雅ん巨費乗底糸わあいしてなかった。しカ＼レ本港観と

巌で本草乳象ヒして乗られて東泉詔の練に色ぞ巌え乞鼻サお駐嘉になクた．

恕宅身もγ虜孝せ上司しく虎の孝凍て－洩単項と†ま公約を轟では人膚式、卒東

武玖本丸宜とは全く竣暖水を久クえが、庚の孝次での姐了人の鬼諷互して著

しも）和こしはtLは藩孝あした■蜘乙は」ま担い沈頑と象軒た・軒二は革帯に

見えて動線蹄もあった一そして庚の時々に盤、七九たま乗とみ滴れみしめて

〟史の額抑こしている．

丹田を1つたか十jU乞七盟Ii玖覇、′丈の巧免麿もむく者しんて（－た碑凍土

の考巨好き放鳥と通へーた埠「巧灸労がむ日次ら暦象か出来んL去ラ八匹は∴

屈原衆とぞっても戴艶を・．釦呵免Lb・LLL呼って和ナ戌・巧免費をヒ守喀

東女んものた㍉」しまわれて息温、†九てしまった。ス凰ヒ私オ上場　ナナ　ロ

ン乞碑ったか足れなくてぬき恒＼ちやれ£しく志われ、ストノブと刃の革に頭

上斬られ止李も庖卑し展わせた潤窯余って凍土匡ヒ・クしよしょラク、摘淡

した埠に、凍土はエ廣ヒ素ラの虹良＝鹿と確るのかや－∴次にやれ乞足るの

永、牙こ、鬼やたものの武あL喝収して刺漆と上折るのかオェ〟波¢オ〆、矛

（3）



ェ．孝三か腐って廟めてエ寮が或五っのむとまわれた〃峯もノ巳の予てはヤえ

万†∴　‥・●・・・∫　～∴・　■　′一・　●・∴　」　　・r・∴′‡・●‥

＆」i♂＼ヒ足った水．よしそれ女らあらゆるヰ庚乞轟ごてもえゥてたって足り

まくってぞちラヒ∴デコ木コ¢周桑とウノ予にあみ弟産勾二ンて　尊皇薇妖

者、秀絶、アペ〆卜へり好均と天草頻家康の透れL薇；乏しとがら　線素止

をって老ヰした嚢凄＼軒で、ダ軒の簸て葵ネ鼻虜の八督よと考えノてスト／7′

帝巧鼻涙l宜眉目こも費え簸ij思dl守あった。汝の埠尊重て1ニ色々年数のダム上

った射虜の尊風の名乗がこの窮鮭のええとまった‘ナノてよのム牽ヒ村する

孝次や考えの顔クぐ左β＼つたことと奉告泉√二二ち者喪考奉の承府より五九

た巧免か夷と射し畑甲兄上生みノそ九か招宴窮のゑヰLをって可動£櫓柳こ

息んで好く〆）と乳て五泉との宅廉の嶺撃て乙久った季乞舞った・

洩り′・ユキ埠に司っては弓本石止孝上乗の主立ちにこっ。て色ヤ東泉缶鰭と

承クを〟淀の承勿み丸で喝司りよれヒ字新局廉に行く敢為とこ血尿■緒つ

頻五の碑の轟L司った・産衣よ粛耳ヒ∫頻々忍木喝つ声か・千のJ′免か入り

柊象の武功が液卵の覇に慮窄、豆る弓本一の入鹿啓上錫の基線乙女・して‖

るゝ句碑に、速の軋結句乞ゑ蚕する眉】廿の刃ぞに大嵐の威座した麻と一しの訊

、率しまラものゝネな一面と葬り直観ノ＜てあクた。

纏款払磯風酎こなられた‘そして斜よ教と及けろば・あ（仁子．屑〆つ啓村

で糸も匡鼻す拳法軋鼻息よった．しかしこれからも　泉との老来と靖針とし

てヰって好く薇を千ある一

八五に如て軋d宵にあぐら泉、クいjクのクで承句の孝息をLある人は乞っ

え永∵滋の真如薪拍灰丸まに巌えと兵γたと再争広場凰故事であるや・

幸二二二二‾

（4■）
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∴夏め営婆盛者書芸壷

＼

誓r毒ご撃⊆＝＞

／東本良武一－

及嫉みも血中Jて尊皇堵君ら広東畷辛の79ランドタノ匿のことと遭う′βそれ

でか喝払、象の阜A猟符のコツを吼貌しまラL足ラ■まわ鼻詔佐野って払く

れ　これか、（ま人の一例であると烏タこととあたれ良く一・双手乞毎晩孝fjlh

r卓立凝れ土鳩乏炭符．Lまで吐気り勿れなくても、大本欧たりまったり

であるβ　ヒ日夕のは「女るべ・くカネと猟わす巨、二月守もタ＜、〟ナ考でも

曳く藤子した＝」単五丸輿水句照子ク十吐るようで、これも尊皇萄者の卑轟

符の冊子や泉われと見てよ確、ろラ〃炎っ丁二二ではそのような厳君のあり

を・止方Lや疋匠粗く当り前の二とも出てくるた、ろタが、まあ√象されかl。

1才一番匡「′ヒ′構え」∴草生親好である降りtギはり、本領や免革と磨てて・

グメソ7度針谷汲抑圭物と考えるめも護牽かれ卑して孝女らし＼tL失わ

女鹿あノ殿のノレノレは平ら㊨掛息らありの如、ら〆碑なり〔もコジキぞjレ

ンペ㌧／巧よラ匿まで身と壊して虹あく帝展t＝乳りであるク異際本金冬密乞サ

ィるりて濾良く・感とド〆乙として衆しむのて∴あるいりと嘩え庄怠れ射手

′よし日か

孝二骨弓匡「麟汲」とr華ち媚」。掛二払ホ一冬のベシナでごろ泉とした

り＼トワッ二仁ギア、ンフ戸々一女邑宰承東予也てもらクエともあるかろうから、

終泉はなるべく不断肴丸ま日月薫れても′亡乾の1きちか亘の千・埠に上着血

転成、汚れてわも車の風車考で昭射二歳建て・予て降りる東には乾IjてIjてノ

⊥アイ0ンで濁られるよう紅例え′些細のデイdンぞテトロンのス永一ツ

ケヤヅかまれそして扱者へ行った埠のアブ、ぞ巌阜巨の略史伺ヒ・泉の巧寒

覇と兼ねて衆Lか亘烏城がよ11〃泉抑こ払もちろん凪素のスペアが′叉桑だク

汗糸目シャソ乞萄て人コ、・三の中へ入られて庄他人が弘轟する。象のシャツ五

人か吐洗っても勃金歯単担艶くからスペア一放㌦乳でよIjたちう　古　層手放

やはりトレードマーク？り客車櫨がよ日か＆守れ吐、登山粥でもよ11かられぶ

っを有水より‥晩刹女帝ち励芋、生乳て7クと宴席がある。雫7ラ匪覇‡こ吐′

座席や聴あてにもなるし・も布改むラ也まとも摘匡承ったので虞その初鱒

や卑鳩匡冬するのだから・句基とベンチペア㌢ト頓がなくとるだろノぅ■†

り′よ戸冬埠にもこれ再えあれ呵呵　外憂妾　でで　るる∴　かく東庄客車凍原＼町ヾ
（5）
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ラグ、イスであるβ　もっとも轟辻巨　轟凍血と漉食えの底だし＝i矛でよ適＿対し虹

冊＼らそのよク左耳へ行く酎こよ少々か＼与は、畜かれともやはりシェラーフ水

乗る一次担率クこの頃吐磨り盈みが多く姐贈って＝るので大殿かリ。今が毯

くて邪魔を七i号人丸へ　ヒェ←山のレインコートかよろし日々また襖や敵対宣

正確革め〆つを∴とかく′雪とフノレ匹承って麻すること町夕日のて1、早朝と－

か＼ア耳鼻くとか㌧ノ＼ンノヾ息衝嘲り符勅が左上　また冬頃肴郭の帯も．また

たとえテントでなくてもラす郵1席や⊥吊＼金巨司ったらする常に　つくづ‾く

とその虜利、子と卑寂滅するも〃である〃　二の庖　方彗オンナの人丸鬼喝と威

毒とd　濱丼卵jであるもウ仁タオルかゝある。少くともj～≠尽希って好き

軒こ虹バラ儀式にノ軌こ良種斉のセンチ乙ノア一三二も象る。また腐れた物と

邑えを句　碑ムヒ凍都立ヒ・ニノレ乱　数と京　王」ケ吟やゝ天子‥‖わの東　吉野

痢　ノ計数匡こも、翰ユ、ム滋とC．

J番盲目こ「炭行の人巌」である¢孝叔席まあく不凍だゥ斉媚の旋風・座席

4度革、承越し防止　その廠吋久と各峡をこむが夕日¢車に妓孝感署て、英系

して・珂埠かてパ〆トナーと靡す人もいるが、摩ぞそラ簡単に乳っかるもの

で疫よりし＿蕗考泣顔薮になって蕗するニLに左る　召しかしまたタ過き、ても

囁きル孔皐に和二ゐラ木とクかと嵐ともんで＝る巧にノ人材埠仇′、薦って滑

って承なれつを膏・資の廃孝が乞れなくてZ十一3人か五って＝㌃緒など（ヒ

ラしても酵々拭ってぞるのか、人樽をオ、ら）だ軋り困る¢また、やに虹席や観

重な乙、そつ日伝イダフ乞亙わんと古沢ら左目。軋って度奥底丸の合った夕入

射よりヒ思うク克鼻や亀皐のシ′上組八鹿友人ノ厳た、し　ノヾスのよクに虻マ

ン大王／一トをらLズえそ紆各がより9また　トランプ血で麻雀女と∴子鹿が痔に

も都合かよいな藩奇数人数はギ呼もするとノ入水粂〔上帯疋しなH O

孝番を‖ニ「兼題」につりてゎ　れつjYした感に璃るよう子は尊皇厳行らし

く各日′　これ払牙と＝っても夜行刃　刹礪水葬　だ¢凰科で頼通て、菩てその

喝に阻角とかせtjでくれるのた月＼ら大衆よろし11ク　た久ち良好刃阜よ単五の

藤行者簸てぺ寒盛か。しかし糸鋸二瓶ギかな薄ま孝眠覇者て・．11くら者予と

縛る尊皇猪方でも生身ヒは直りなIiのた・木ら、長泉の和二はノヾテてしまク．

たかう風教した尽年度版壊した片かかしこij。次にガ銅単生らしi凋頭と

ilれ妓ブントかろうみ音吐重くて困ったか．（華に和こ狩られたテント鉦とは）

鼻孔息象刃けメロンぞテトロン毅のもの水虫承たのそ大朝かり。夕～r入関の

ナイロン顔で真庭・ロー弓■まで入れて地ご厚むからた－lLたこと狛」〃また

キアン7塊も六線の叫承なら歌人に風塵と卦けなljL・守一翌朝奥まと埠の

清々し．Jは蕗朝をtから＼叶照と大日に刹確すべしだ。木・の骨が々かましくて

く占）
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〆

簸られ五日ような神泉の考ち圭一虹六本初めからこのようか歓呼とする柄で象

りL展弓‥しかし＼次匡牽く解のベンチとなると、余後席星の太り者でむけ

れば虜衷るあiで守日日（（乱しり・－カ1レ歌はこの級侶こあらず）薪のベン

チに承るコツは．泉盈く薪へ搾って㌔寸紫負t二親妙法一考血相とかなるもめ

た◆・車等厳粛了として虹親戚常永人見へ頚為のがある。また〆税終館で壊司

り乞して及華氏一一考丼ですますめも孝女麻抒らし心こぞ燭息の畝摩り失渉

のコツとしては・兼農く着き（風車降めて隠しも主よラ左凍り乞すると風兎と

みられ轟く射ラ丸を久らその奥顔かむつかLH）盟朝丘席の廃車の孝腐

り必恭鼓日払早々と弼洛すると・乗務リにしても′句に千句然てむく、畝鋸

でそう臣や虹顔と言れありで－すむpこの他思姐にあるエ〆入水スチ〟や号キ

り象友と虹単五句jの塵あそ磯＆席として思賽て、きるから、これらの封対と

草々革むておくL、よlhよお風を－孝女の膚液乞抒尽して鬼方の公私館や尊

薮良ヒ・もより席辛一たるか‾、泉盈符儀よくLk日比その上勉の人も、また増及

＿十∴′：’ごご、●●一

才て㌃番司「「東JJ方であるぐ、海井藤、符ぺ展観期親行虹ら、アル♪r

ノ日、乞し缶から泉磯親好も蚕桑よクかご、夏休み利用の尊皇猟符とあるとそん

なの虹や針目略奪か展Ijβ＼司玖コソつγか軋りたアルババ上武やかじった姐

のス入り者務と承八晩仁項効に凍ラべきである¢しかし承血中よラ缶状感で、

はと、ラしても月当たり∫クク巧底の須底千草広庭孝弘よクビ。絶って漉く

へ好くと象るとと、ラしても厳密仁子斉乞乙われ、腐勇払テント、廃車虹牒次と

‖クエと笹あ㌢思わと日かところで親身のことであるが、審厳の温泉良家式

のよクKJ♂ク大仰Lと鹿にしてそのペース水底ラ〟仁一から出番烏、降り凰乳して

J♂♂大凧玖上にたるようド工夫して（たとえや河があっても息渡にした考が

牽目線もあるフ干ツ7クと葵ラの鋤巨はやり方である∂

奥底凰賃観斉式Jクが仇まで孝二エフ∫ズ＋∫

Jク〆勅机上⊥ニノノjJ－ズ寸如√

度しダニ過賞ノズ確敵．あおこれ息革ノj＼二乗束打て身卑しをル

また単劇．周鹿思、香好感頼な邑・もかぞ農家があるようでも剰重しを有か

應なまクである〃珂嵐券の刺兵乱鵬全都で守ヅフ。乞輿ラ庭賓が良く・／ナ巧

も且碍覇可がある上紅・／材一円琴東通虜者風貌かかすてあるから玖都である

これらの尊慮拉司鹿藤がこ象巨肇喝ポ承烏のた′から＼十二各区巧免するとそ

・予∴．一一‥●、、い

摘弓に「7クラン」雄も厳埠のや帰く泉叶奥叔芹とIjってブ異でγ承

句に患った列車に乗り、えと入った町子降りると＝ったよう㌫巌縛とする人

（7）



ダあるが、埠喝虹嵐緋灸でもギiまうサイフの方正朝晩言れてijるのた、からt

とかくム升が夕日よタだ㌦禾應牒餌場止しり款縛払えて厚生らしく怒りよう

き二足ラがむうた－ろラ‘ギ法り、ナイフの中東と帝和ま一席ワ7匹入れて、予

め車で拳大根の承LfJ蕨好とすべきかL箆うむフ〃ラン虹密虚まはとよlJ々ま

たあ糸山£Lij。たゞ毘匡コース乞新風する紅軒でまく、泉滴の才も、東風

威喝の象数や席斉方鹿孝とも組入れありL十か虹フウランと故ええ左目〃剋喝

離上糸、寮巧者と、れ／各に感炉て考針路正して↓よりから産みに珂免す吋

法てtノ革ま堵者らに良すく区廃し臣減車に左ゐこと焚釦」てあるやフクランり

痺覇か炭止か掛壊れくぼむ優しくて、蘇符の奉しみ外気考ちして・これまた

嵐密約だと＝える中　とかく／′一之みの泉凍え曙和良とと温む軌よ神々スリル

があってよIj。また異常蘇好や仁子のスリル吐頭兵に盈するから厳し日。

1上土　は7番竃であるか（、「免許」匡つりてである〇番互厳君の緒、畢笹

工務拳の厚生よせ・江東、上磯見学えそのアラン区入れてあくことと究める¢

ェ埼見孝頻承るりム孝女の牽祖の一つで、姐あへ劾われ‡よ犬賂その希書のエ

腐東本の兇孝庶オフリミノト声れ為βところでエ腐風車の腰司法ケ爽牽きた

てるべきもありが∴　とにかく′つてもタくのエ塔と．それがたとんと宣ノ女仁

ダJくても、また句あらの単再に′免東歌が凍i－ようでも㌧エ客土と呼ヒし

ての竃でもって風蓉して隠し箋jと一題ラ∂それが常永村韓かjっと吋ちかの解

しして庚五ってくる肇がああことと腐賭して免尊すれ幹大東も賭増すゐこと

良、ろクク者から「召酎まノ乳宜しかす」ヒ＝ラかえ仁子の温く」である¢左お

エ易乳尊の秀丸ば少数の腐金、そのエ壕の尭輩乞草ねて行くのか衆もキ承り

早目寡頭であるが、二年簡辛も辛みムケアットだげ虹把劇サて思し日。

最短に「凍原」刀打線の魔息子もそラであるが、暑仁鼠とするに・媛廉廉手

数オ九は、宜ちと（ユタそれに」よ召頃久らコンディションり磯教に丸乞っけわ紋へ

女ら缶日か、その園庭も負かが√容よく舞って‖るのた’から秀才にま久也て

泉泉とLZhjことてある。奴とブ九は・おのでヒ後免も変るのどから、そのよ

ラ皇帝匡塵泉のバランスがくすれやすり㌧親好の素顔且絶対栗東である。ヒ

kかく、凍泉て強暴を尿路としたIjものである。

取られ色紙魔もむうでら凰めることか粛来たり汲み終って為り鶉のこと政、

か婚　磯ったよ　を◆レ∴　またや匡吐ありにも婆頼むことまで着日たたr＼こ

れが象ネみの猟和こ′寸でも及虹て放・幸彦です・

（g）
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杉　本　老　子

呼lま泉水烏の水

村が息bる勿れ∴乱書、てりつた

刺乙も天草土とヰ眈れ各島五滴があゥ在の外

人句り哨ゑ虹夕少摘適才と久えウキ也てくれる∂考え払パンフL義が藍色

k⊥如り／た尊書れた歌唱の射乙である。これこそ滅土盛廃であ相承の鱒

を威す蓑虫である一句蕗堪h虹そり年金あクの噛みとその騎乗が名ふ鼻緒

尭Jれているタ嵐凍てしまった如までの埠和よあぐ盤句で縄か・つた■

嵐かた句ふは鬼んをあ伊東らではあくて史阜て＝け吟声∴

「挙が十五のキふ久ら雪免と老j粛めて日成ら守っしかれ冬になっても・且

達てきた・L＝ラ見目が傭しま撃るだカタに∵－‥→Lいうアントワースの竜

泉勿よク匡敦孝かえす‾司鬼の／亮′貴が教区勇払乞与えてくれるガ

胡句へクプ史鈎の叔虎であるかも虹お魚く刺激の兼務乞求めて

LAL軋れレ頼、威し日

赤軒ても頭目弓　の足足日東虹宵暴れた衆人か、ふと兄出した人象り解りのよク

，に吸久Ilしみじみした光乞心の中匹淡サム軒てくれます′。着払弓逓しみも帝

の敵胤によって慮軒ふ日、照ら　逐日・孝止　れて．句かに直ってくる。温々

の匙日劇と威し私がこれ久ら藍も人且の凰蛙けわしIl串降しよじ登り断崖後

塵匡弱ふ？て′嵐クエヒもちされ去しれ左目レ、ス千旦血甲忽盤とたむ再＼

亀のさえする草原担魚ラ奉もあるかもかれと1．と・の産と鼻もラヒも攣払
唸一て、ああ者である．

親風の桝雪良痺軍区不足親友解式で一巨矛蜜と凰酎こ耳ち左脅威で寸や爽し

車夢ヒ承フて藍と兇すわぐるかと足ラL負かの蚤担射凍れあ健里と建じ／た

楽しい1射Jのサトあゥて釆戴孔猟にあそわれろ〃　そラした卑藍と絶望、

音楽と盈泉水次々と載乞久軒めぐり落ちっくことの錦糸あり不孝が泰とヒち

え点乙Lもあります．

入朝の温3、、し足り　鑑鹿象、恒玖し日。レ久し竣足り彪乞儀しもた耳で宰・永

身　素人人　生生　姦寮費と　＝えをり′rえ人虹凰豪に生き、孝年鑑女系ヒ監j

るのま革温リ素人に一よこ凍からの人よヒヰする成魚担凍えて前足するここと

骨年の膚盤でしょク
きく7）

′

－、　　　　■　　・・　　　　－　　　　　　　　　　・　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　・



「大学生活は何を与えるか．

4　C　　原　　　阜

思iA象の〟緒と直ヒ喝卑ここま彩釣れ巨こして′々ウノ、軋舛覇息レたり礁

歴」／左ヴしたの乞、こ、く大まか粒鳩車カ謹製ノに当プ…まわて．各尊卑の励珍ヒ

渡りと痴んて守のヾクトノレ度し繊じようLt弓の仁万、ら象か久舅¢出る絡合

Ijもあさか息女束かj。タ町ま一一句土久ら雪官主三千の牽てキ札匠あまり噂

盈野で狛烏底捏＼ら喝人乞っまグ＿L炉て暑さ教子に表乞…一て頂くが、攻利巧

考、威孝乞一　二＼1頃、て軒下季仁し凍」∴

喝「矛笹轟攻が屠る虞ギ乱し∴巌威　脅えてあ　ま仕えから一丸承ね左く・

象く鹿追烏紅あっその率褒息車り孟すれら。ゝ」

ニrまるで輿嬉野の畳虎夫句牢なあ■免に鞄、テーマ乞決湖て翼わんと。」

三1‾野和恵久り祭まったとなると蕗ち着く糸底一一一一。」

ニr三唱丈血に象ると河でニラijやちしなるん薫る〃えゝノ倉考えラたった〃」

喝「′雪女の蒼即日琴匿脅かやかます入学して多弓吋と遼じてますカ＼¢」

一r蒐輩に失望してやむうも孝みません′また■入学してそんる」こ逢て＝な誹

げと好もかむか虜塵的な入学やと思ってます。」

率rその事払㊨年の‰に礫り且え上れる奉で・一一一一ヶ＿き

ニrそしたら、曙と〃＼したらヒtラで寸か？」

喝「その和二・者今靂風琴顔の車乞占めてるの珪何ですれ。」

一rや射大学生席へのかすれ紅潮考とアラブ・の事〃それかう波路の或廉〃」

ニ丁穴挙句諒へ軋疑円と緻兼濁勤■それからタラ7、・と一一】－ヤれからえゝか′

ルフレントが対審ても慮く五日と思1てます。」

三rえゝ終審する次や左目才と、夷験に血われてますタそれ‖こ頁の夷留の奉〃」

密「包みの兵教法そう倉が、みちよっと嵐解の事か左？」

三r蒐牽払l一つ境から巌皐の事考えてましたか？」

喝「正直象って角倉玖珂冬にしょラヒ決めるのは入蕊素杓のパンフレットを

見てからモノ決と、IJ直中はとに萄感経喝孫でもぬ感豪産でも南畝でもぬ対

まえ良かれかLaラんだから《虹もノウに良家再見でこ三軍の炉二決め包ま

やならんヒ1月車か影響してる友あ。」

ニ「そんな事より為の蕗紋むう象ったんですか。」

くけ）
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喝「璃怒村ヒ名ラの虹攻粟遥劫乞思わを句碑眉効とノ　それからあんまりこの

穴孝の華か審覇匡索と‖ヒ卑夕牽、それに…一一一〇」

三rここの学生虹あまrjもてなくってヰ腺喝篠本ゑしく．一一一一と温ラか‥」

〟rま、也、っカ＼えしちゃ困りますよ〃それに宵と1号か穴孝と象え扶・乾漆刻虹

威して啓孝でも珍じ各ラヒか廣盆で虜璃句魔と凍り上かたり、或日比粘啓

のシン密ジラムみたl凍土のがあって耳均しゐラヒか。そんなイメルジと

耳Ijて客人孝してます人ら毎々それか、あく泉周られてしょって一一一一㌔

喝「それ庄ある友■LAL森泉の有産尼碑牽けヒ＝ラ〃かあって狩覇桓やか

で久ヒ索を苑輩もあって一・一、それ良師jLして。秀鼻かあ衛あら唱和八草

痺武の霧乞嘲久Jれて孝考の腐乱乞字句の上で大兄L紫うしそと夢みたtl

盈物と教でも郵Jて＝たし足ラか㍉しぶ、し天草そのものの本質火炎プてし

ま。紅と久ラ車も冬えるんじギありか払。厳かェ司史の承、丁承句薦患桓

孝と衆込んで1ijて頻の寒俸承刻ク炎終車・塵準華桑島今風磯風と産気か食

わす・ノ　あかくに穐安もノ萄j虹をリ、寮に庚まって東風し村革と考えた〃■

或る痺虹顔萄虹歌凝乞斬山こ掛jたり（？）．寮マ夢虫八島にもわた庚た‘テ・・

引こおおったり、あの時虹この穴孝♂シ牢鬼如やつと芽と射て凍た孝と

擾こんた、もので・・参から考えれ広▲磨埼蜜Llはんだか・

一、五の咳良明承こ疫から周　東ちÅんで巌入水芳一ドとしたり、恋費鎗

村妖洛呵属凍て広一一一一に老乞攻め抜て天草史斉の姦鼻ここに尽きると承し

乙た乙のた’。走れもし重い）二軍よりクリスマスイフぺ庚∴東風照一泉下か

て永たりと衆目奉に入山メえ山蛋展って来て炭み轟き∴磨れ凍てた肇と劇

えで増俸町乞やろそろと歩‖た車かあるよ。」

ニrそれ哲ほんまですかクヤん友があんたなんて点じられんみた＝ギグ七・・

威なんか浪人してる為もあって三園生＝ラても腐りのクて。」

三「彗ノ風気え■虜かて今の呵畢生にはあんまり腐りにしてへんから＆。」

肇「それは共通して香えると恩ラ。ノ号上乱で払尺ネそうやってる幸水暴慢

薮奉るガ＼ち′あれ産むち負かこぞ、もと思ってしまう昌よっチリ去ってち三

唱町史の項弘毅腰に宵しても禾虜乞抱く凝各かあるんしだ血iiかなけ」

ニト寅軋烏前頭訳のノートと鋼線Jれあとノ汝で五そク是＝ますよ。」

三r洛句、菟賓ヒしても教腐壷こ対してもノダ好み込んで覚まラとしよりから

じゃ五日んかク勘£そんな事左あったて姦し覇く蹄、村が狩があって・」

呵「十九はある．刻え患ああ炎承水底湾頭錆も乗じたり虹けしからん孝とカ

え千日を有か臭虹疾濁りとの孝も考えてかり。この入射二晩ち左目かすぐ

斗郎∴軍麿た　螢りすfる狛こその恭賀乞見失ってヰ李の射錦乞熟れて

（＝）
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薮喝磯払大和二まで示威する身や、宅か㌦人がかんでしょって栗野に顔孝

〆家弟象、新二広東■硬．一一一一㌦と耳珍しを日当久らギれ弊風、†れたとか

泉卸だ、とれ互ラ′親身妾奥庭も透る坑夫∴」

ニー′LAしそんを乗車の彩て、あく冬恥じなの乞カモフラージュナゑ虜ふだっ

てありますよきぜ　及りり斉　酵そそに　れれし　われるrtヤ‾九二そ暴烏です

。′人で頻泉るもク巳や鼓し、た玖ら句かの主務と且へて藤呵斉乞象るん

を1久ち。東大の車に払あく泉和ヒなのよ1－為が凍寒正　字と象はすわ¢」

一「婁よっきり象って乾粟渚劾乱べった方か属目のてtすか。それとも、一一一一ク」

三1‾尊皇か昧薄遇動とやあの良明鼠って＝古川と思ラ。全く線輝kA燭から

鬼璃揖衷ます久ち奉。督康広手段と五場た、と足＝ますが、チ嫁の方虹今の

．・一・∴・・；、　ノ　●　二一・て‥′：・■ト：、・一　一：・●　二　・、●く∵㍉・、・●．・手＼一、、・・∴！十一二・i

千それと年言外る久とまう車て1すね。化学と威机rって土と云ラ払うそれ

でも牒い上打／それなら象れゞ云ク銘にノ　この天草乞粛て一一一一か凍贋と在る。」

ニ「疎諸は経斉も萩葛もC超　して＝毛∵こ＝って良＝でしょう。嘆息か

その六書を親風の家書乞召兼言ダヒ式守と麦も1なから県東里にごそこヤし

て為の藍それこそ刹乙呈凄者たしとiiラエツ宙司てすよ〃」

一丁‾孟フt警句丈　上司史の凍寒か磨カに才旨孝して欲し＝て・すね。」

喝γ兼学乞卑夜する者虹止孝タグに打ちこねとええ虔波打£タダ象可か凍る■

し玖し褒賞に乗り阻まね妓宜ちな吊ヒ挙り刃凍みと和こしてと、〃温泉まで、

密句と承掛ニスペアかあ為久ヒえラ奉た、βニ雪きま手動jてtlは液中が三

国塵になってd亘と五五わ締り虹・産威してそラあった＜妓冬やそ、八確

か射筍然嫡威したと＝ラ卑しやなIjか〃就原水と・ラとか乙ラのてなくウ

ニ㌢鑑前に成子に凝＝千日た人か一ケ　金紋で雪見蚤と一つ暫て衣もれて人

と凍って‖るtH－ク簸た、が点嘆息〆ノ二回生の人かこの象り句題乞巌剣i二審

リ艶む好華かあって七度くま目し足ククむしろ呼乗この年衆監利の形で曳

かせると思う〃円周息そり瘍東リのお家ソ恩ま、て戒は止した方か凍りと敵

うβや尊時代の絡衣で1こり息で・敵将灸具えやって＝1たけり周るグ七、∴臭に

爽く雪見してますよ〃白かなんか／妄り丈舅Lはさむ糸鬼次女かった．

こう亙った再選では朗卑屈鼓動こ敏するiこ臆する館、　てて牒iてIjる温や

に法名各の宏武斉吊って事だdた■からたみ虹臭のある安産乞もって槽る車

だ∠賂ク・それ人らあまり産忽夢乞家風りLと日章ク後摘入れ払うp」

三、「次洛噂魔に親ら女Ijか嘗観の束われた点り壕で真盟と凝乗せよと云ラ牽

ヒは尊にガち込む奉と広東には矛筍しま吐んか〃莱率直よこ喫主の帝金魚

でデンス乞断jに狩ってました水あれも舞象り凝ガですめり

（12）
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中一‾射」象庭での萩養って孝にする心。それ虹花扱ぎ軒をくあらクとするの工

L廉くあらクとするの吐阿二法ふしっかりあって屈慮れ血11凝血がある．打♪′

今′¢奉で忍鍵だが如執り却ってこ葛生ま′で1まいろんなフラグぺ尊確？グ

ー7人ノ巨人ウたり、〈遮り腐L埠解したかぐ少くとも三国生から吐沌酎こ考ち

仏もクと虜の中で注考えて凍たお。左ッ、教もそれと纏めてくれ広重1軒れとで．

単観衆むんかも寿司覿て。」

ヱ「鼻炎でしょラ。を寺尾ラんで射先輩射参加社んの乞偲ウてIは鹿†打、

三．昭司阜匡あると索て泉打ト絡むべき免象ですね。　あのえ岬とこゝら

て楚衆密のオよヒラて寸かク」

（「虜女んかかままたてれ置考えてま也んれ」

ユ「タに噴泉号あく秀丸るよラ仁あります。絶耳巨痩けて且るべき温じゃあ

もjてサ久うねク歯の耳であく寒凍りからよっ、ヒ泉まるとこり軌よ臆す層

ますあらわ十泉称疋七五テク成果牒てすよ，」

三「射と免寒ナL凰彗匡衆しノノで諭とlリ逮し。ででも　軍司　の帝みみ畑

巨象もあより盈項払射jま也乙。奥頻り威喝L互ラのか。」

毎「こjあるべLと考え釦めか千の軋農じ呼を＝れ　あぬか　と1号秀

もあれ勘もクやん＆碑膏血凰弐、、左と屠り魔のも透れ廣∵卑下今宵Ll巧の－

もあ〟で、か・軍司Ah放ると東歌〃率土考えて鹿各区凝汰牒す車と考え

るのか．射＝よちかの考の夷か言に荷風果敢血歓で象るのか。エ可生の

♪娩ノの凝付物やあ怨の琴線華氏粥豪打い吋と良く錯華の奉からよフヒぎl

っ頻ってくるゲ左■J灸感じがする。二軍えの頃虹恋へのせ広をムて一一一一日

ニト敵ってたら、まるで凰欽戌にぺってる耳たりで。そんむ泰弘＝ですよ。

苑蓼か・ま也てたんと度目ます入り日だそら色ん摘みか凍りますよ∴」

三「庇吐息入野穆オKLijj車にしてね帝　大犬　AA　良材L与　るんです隼」

喝r横虻二　足ク〃それに虹木目物L摩り物和ら㌦威卑秦と卑句あ毅た、クそ

して　の劇　か日生各人り嫡腹射輿求するので、呵Lもええ丘」l。し久しそ

り晩帆柱当って大風且は久なり電車が纏められて11る〃その次義の埼庭も．

息えは畢泉それか有効か香木も各人ヒっtJて盛ってくるク酵句珂じ尊皇と

車再的守宰ろ吊拍滝、姐息の耳尊卑桓史牽良人嘲そして鹿あに櫓東町

承る入軋抑握り頑、1れるのかス尊皇薫乞且してでしょラクだ休ら考の鼠逓′

＼が皐も£ちであっても本題でも妙で・もかユんと、〇線これだけ氏名え薄と牒㍉

／ラク虜曳」麗人がその嵐黍と泰盛と六番主題の均に句7て牽求し頂吠し年す

れ軌尊皇逐虹鱒角その人に恥与え牛久つたと再車に良るんじ雪中
カ＼。」

㌦可「では、八〟〈」／　　　（歌風）
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真義な書棚穿紹
一回生　 薯 漆　 熊　久

一軍皇良風鑑外材Lをう、†れる

重き≡蔓芦蛋

兇酸L布える勿広範昇と’占　師　漉そんか

遜るゆ頑衣で虜‖爽脅したのと射二幸た■⊂しかしエ巌へ好くと足った嵐ソに

席か狛jク嵐ノヒ米審の臭ijのやで虜乞訪ねる．た、ijたしj盈萄たけか顔に入っ

て＝て∵寒欝今冬長針それ仁摩払って泉かj巧だ乃通草の札束広丘産凰きいる

・・・：　　、－？・．ふノ・・．・．∴　ミニ’’．！．．’　∴　三、十．∴・・リ′、

の弓威抑まんのヅ蕃密とお頭・、岳の庄見た晩jこ虹衆Ltjが．限人ま実験耳もの

どや　鼻梁牟ても庚むっよらぬ軽考えてしまク：二ん色鮭庚広卑鮮卑LL
で象窄まりたか　横広準区そんな争乞考えるのだ¢

薮痛ザラの車で宮上泉應来した、圧薗通して行くの乞見て日放から、こり

孝出色払磯た、ろラL考えるので緩良く、この青色弘毅でも司じ乾せして厳め

て、jる黍足掛1乞感じる吟だ、。動くこの〆色虹斉し雪本人鼻か東風に「斉」」と

再老承L凍ったたすで・・粛々の人喝がその色より庵するの鋤j々ろものを、カ

サ£骨であ鳥と巧絶柊輯叔恕組パのむ〃二りr　払甲であ動　＝三秀丸

乞忽あて虐窄めて色に名前とフォる事がでさる¢腐乱若山考草の照射ヒして

終耳放し求める斉の〟一人子あるq L久し庚虹東耳的息身えで事物と見て好子

糾一ある痺畑土正し仁ある酢こ軋象リとなる奉鷹が村んヒ摩り孝か〃

r真東を各区歓色り蜜」二九虹何も丸錬った者の名乗で、玖→　0礫か金次の

奥本のススキの屈、つばクて優喪として日と覇㍉づ＼乞弓と招くとあたりの鼠が衆

ヒ見えを¢あわでて司と殉じた啓。凍払真蕃法皇か麟蔵匡兇っ7圭jたタ弦の

脅匡∴虜ラ孝匿線色の牽く轟と・られた変か孝んて・＝た♂

泉鬼かタ広見金巨鮭りて、濱も豆のかくっっ、jて＝たか魂に久えって巽東

と豪打ナ乙姫ら、やはりその事が虜にこび・、¢っ‖ては乱れなかった。アンモニ

ア子ゝ磨あした束まで法り孝次った〃その乗組射め払次、ら、二九虹宮川か

ろタか？Lスオえる。フェロシアンノヒガリ乞準えると、Jっきまか女に慮っ

た泰1色かjこし嵐れた〃ああこの色も考量め久も射れか。裸の頚の幸子

娃　承孝軋り原色か戎っもり手鞠彰ヒ払フてアトラノアし、乙に且卸してりた㍉

それ岬ら∂＼の裁考と輝子Lを、ミiKはっ糾して承ると・ぞ射僕はたた寒

東泉で或奴好打ニ弐Llって五ってijるた、サた’った。融Gjく乗り奥日永〈また卑乞

っく塵に威かって康広ク

（性）
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9㊥　∴風　見．　∠

〆．ヱ／デモ決行羊対してC上申ムヒC且畢生がクラス身嶺乞狩り・戌眉欄グ

厳し締ってヂ五泉解り書風つた牽藍溺疑り車乗である．Lj＼し親電払来して

∠ノえ／斗針こ反対した入違の李とあれて息日は日々クラス村猿の藩い六番曹

風刺釘乙耳して感如人は／人も庖良妻、つたよラ仁足クやそれなりに河乳玖

孝緩キ肇に泉対したのだ、ろラ7

泉東泉泉は紅塵デもヒ対して風耳L＼月産乳．て【あプたよクに風ラ。

「ノ巧者り鼻息」

デモとするとノ凝り入りÅ感と素ラあら、それに鼻息今年斉森泉芳郎め考

え水底よりす弐・、て風験であ為。
「β虜の座臥」

牽々のよラに醸すん友草薮タもJる争え産れかJエフ匡一一一一一一一一

「C眉の鼻乳」

礫の考えとして広八番哲象剋凍ここ、絶村村　打て、あ　♂ぐ、ジアザデデモに

も鮎堰耳である一
「♭屠り産見」

横紙尊者象密扱成風耳てあるか、抽斗李で虹鹿のかこついても私鋒仁

風耳斗李とする、だ玖らデモに虹仲兄‖剰え射横広慮速攻丘褒巌であるし

俵塩これらとら雄て一”／ンー一つ風衝と車えてゆ　たJL應ラ■

・∴●：●●　さ＿し・．　・′

貧者よ広たして孝女風車かこっちjてあかJ広子¢′天にOもjぐと・り盈泉建坪

乞摩って＝るた’ろラれ？厳正金乳嫁ってtja→jL方えあ。金鹿知らか＝てた

ゝ、、「解り人の風塵L輿クからでまこう句風はすよ、もれか＝0

灰の釦こ少々革旦嵐動りγ史＼東森・滅勘こつりて血ペよラヒ選ラ。

藤城Zデ弓の新二東泉上野女子卑歌に終て「畢確に物カした教官乞＆厳し

よ」「威暗平野免の句申し押えちれ大膚乞塩庚■れた廟礫凍え直ちに句か九

入れよう」ヒ一触膵脅桐＼すた〇二の遭刻虹当然のニヒムから入弐くもりあ

射り、胤歩的嵐嫁塵と卑沃六番に句九ると同和こ「番えの強姦仁よる諺哀の
くiS）



卑遭」磯雄サる金鑑の廃上とえ金串嘉」ぎ‾番頭4度あ卑謁」と渡卑し埠た

しかしこれ繚早くも車重風孝牟卜東歌した米車萄主義の壊終且勿まって日成

遥顔翠は傾斜土産オ射こよワ密占教本への象夷戒を呈こよ′控の後席乞塩水？

を．。磯竣本番孝の効くよ孝がえフた頒占賓本の原因まま言に二二iニあるや

そして已本と凡打かソにして某熱　学郵／＼りÅ革命　ズ帝葛主義の掛は

虜がられる。

／貯クそよ薫え√司摩留草緩′考にガd礫乞夷威して東野琢牽隊と炭塵し
たタ、、レスのけわゆる「嫁入なるトラマ」と且ま1匹二ク車をさすのであプた。

〈感鬼琴南孝のとちら蝿に尻車としかすたれ良木息のry・・であるか、東

森考象が一項承りゑ日露γその必鳥るLヒうだら木骨函主義り凍大息るド
ラマのよ夕子ある）

レ久し通解のカは皮膚再拝強くまた、くりラち区泰威が瀾落した凋本頃均

、‾　ザ甘．∴　′　・・、’ノご　√＿．．　一八∴．′　∴・．′　ノ　　　　　　　　二・・∵

まったクそして千畑三腐、勘考の車舶鯛風次嚇により顔、碩警
j被え考えられるク

ノア∫♂阜夕月／弓大都八度ス腎炎庖玖「／♂巧珂幻八草りレ／巨ノヾ㌦ジ乞

河覇浄符する」ヒ義軍した¢これ至こ対して庭草息乳？摘緩碑郵辛の尊皇担「

ニ∴・：′・U一一、・’、∵一　・∴，㌧守　′・・－．、・－∴・・－、：㍉・一・一一・一∴

そして／ク巧ナ’弓如戒の単五か東天正門前の東泉暫琴線のバツナード乞破って

鷹司教あ乞璃Hkf二の斗勲乙よ　八草ヒ於折るレフドパ′ジ虹や止吐Å＼、る

乞碑をくむったりである〃免私承考が風葬杓泉硬の姦しく威鼻息からニラ尊

厳乙乙脱しむ‖〕鮮審灯る巧もこの痺八広るヰ華の琴紳抒あったこととを

丸て吐息ら狛jβ勧＼にその硬変翰匡釦するあやま？、次涙東泉鷹の終審り

顔′ダウ彩轡と泉か（大磯ヒンヰ子　鹿射＼私斗争）によソ天象の尿感乞英日

それに釆座虞皇免教よ尊皇選考句のへ声色ニーL象りあぜまつをオ句匹尊皇

鼠劾乞草りて日。た争乱恕折・る乞膚之‖¢しれ凍i戊断のち金草薮虹

ようやぐ卑己瑚し▼／舛豆中山津の産金ある思慮巨炭威したク

そして夢巧斗孝と啓刹／＼と草くりである串（この彗腰虻その後顧の各席の

素顔善巧と夢慮プ揉乞めぐり、紛坤した／ア∫∠卑承句孝和よ㌦ガで息雪ソ

系帝泰時とヰ五軍区キ入る嗟凍乞L′棒から－〝方で成年米風車句風線路の為

政′纏巌や素承戌沈、承乳巧巌炎炎乞承シ入れて、そしてたた1ちiこ東泉額嵐薫

は新車二割量麻と戎ナんしん¢二九に耳して牟客鼻息毅郎にもあフおら不

・・‥ト鼠1′ノ針丸　でHJ・‥∴I！こ〆′：：J一　・さ　・・：・・■

（沌）
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薮乳七で車になってスプラムとくみ、仁叫わしと夕∵7プンの炭紺でこれ乞

払う、しんためてあ烏うそして鹿に風考は魂登や止し宜ませ守る乞えあく払った。

もしこり野庭孝直射如て鑑広・ままかったらとうをって＝たて、あるテク

そしてふっとも藤ゾ上った牽晩餐勤ま督Jんよく郷新顔り嵐ソ㌣あるや

LhAくま寮か迫った虜で「あゝあの常横広風勢こそLkあった加東対だ、っ

た」で虹もクおそりレ忽軸こそれで軋寸土jれ払何周である．

次にだ為の産見にっ！Jて

横言まニラ＝ラ為療ヒ対しあえて及対はしなliクしかしそラ＝ケ替えこそ凍

りむのにまかれる玖姓身例であ牛　プリレジョア増車劉主義もこ牽放し、えゞ卑

凡」こ一行憩や殿痍言えして！晩法五泉を就称ロか磨ってlJてくれる。「裁屯

の紅乾の邪魔乞し駄日子くれ」つも‖こはこう＝う東名乞風琴恕亨項因である

事乞威ぞ息もうつ衆はつ子rプ銘鼓しておかねは、女らを＝■

丈レ鮭法家虚しがな　れ　忽敵か’単線にかわり（ヒ・ちらぐtも司し、であるが合

法軌こなったとり寅てて大穴　㌫鼻嫁と膚額づ　家系兵制打しかれたらビラなるて・

あろうか　我々且i｝呼で・も兵媒義務に終わね貯まら在日カもラ二俣毒ラボ虜

はあの時窄射しなかった野鼠村村▲あったて成すすま　れれ良さ々

壌虜にじ眉や泉鬼に〃～jて

腐ヒしてはニラ＝ラ考えか二条去思坑乞感じるA男やβ着工は入朝として

なるほと人しかた毛いはあ春慶風貌季し乱す九は、ならねと各ラ匪・じ屠り姦泉

息絶和こやか概ね‖ヒ洛ラ〃よしし裁ぞ折渡磯に洛瀦して碍釣と超、†む＝ヒレ

たらむクで、あろラ〃　あの横穴な及イ〆・ル大斗孝、東レツ恒ヾ一ジ斗孝‖妙可

斗季　そり胤二東摘次静観　風琴奉刃孝の勝利嵐まったくみられす・ス竣

篠壌勤に於てもあれは、り巌　上　はみられ良入ったた、ろラクそして承考の

対した凍寒注二一とこ、とくそのまゝ透り′叔武威もし・水車萄主義の最ぬ頑と

してや共とにらみ慮っている五もしれ五日〃ある日良大学に於て仕息孝殉教

凝血ことごとく温故守れ、老廃主薬粥　一束l沌巧にはまかれち武家凍り泉よ

りとなってliるかもしれ伝心〃それにもしデモとギわるりた、ったらはたして

そ裾こあわるた守の番勿れ孝戌が胤こ薫るた▲ろラか、もフと薦励ま斗筆か行

えるだ、ろラか1－－－－シテザアブも反対虹らギうまいナれは・よ11d免lこ家人iよジ7・、

サケ軋やって日は目しレオそ牽史り穴子払サ盟と轡か‡こ得度してl｝るた、号で、

ある■それにシュ78レヒコーノレ草のデモ方式も毎春ではな日か‘C薫り靡入

りかンである行動胤の乏＿Ljt鬼承して籍鹿町L巧観、†れん事と婆む℡

厳守広軌こ終戦当碑のあの鬼準虹嵐斉とた、れる宰なく・ヰ互克つ方向にノ

季／季節風し息リノれ疾患ら五日。そしてそれ丘ます皆喝の匂崩から励まる奉

（汀）
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も躯為し．努商務と乳折目する拳により∵席その凰動乞萄め息折れ齢女らな

ii、そして弓本水えあえる風土雪句の喝巨史まれれおる二L乞れ車から1－の

つて互iるもりであるせ

牽後ド、、大草者盈倒戌呵属〃に射てまったく貌糸むし仁「八孝管牽諸扱風車
払轟々の句魔であって務孝の登園ではかさゥ‖うめあ私っ仇も上し窄めてくれ」

とま肇j九た九五巨っっしんで・凍んの鼻一糸肇するとメ汗二㌧決して凍えが・

たたちだ軒の喝魔て藩をく裁々1こも八i仁磯像のあることと乞明　るβ

鈎．河々、r動雪の単五風勢」乞各級しました。

ケ塩ちよラ巨、再ゾ蕗の庭草〆フ碑割畑　か、もしでら仁吏フてIiる威喝

奉か孝弘したと寅の碑だ8　周桑や当てられるのではな日か乙玖呼水やして

甘戊がほっとした〃　丼虹鱒い欄が孝もなく降りてll為。

僕はなんとはなしに．針尊顔へ行シたク　こり聯欧、ヤれた抒句と．／人草

ジにをフて嵐したかったから≠∴　二きてもしと折れ広▲泉軌こ　各かLゝリ

・・’■・　∵・・一　°・J●　∴．∴・　　　；：・∴∴一・∵∴　∴・∴＼●十’‥

ってしまったあり薇灯心　もフと・もこれ乱かまて虹t　はつ子リヒ句骨で怒嶽

て斉ああクたため〃、去解れ虹IJn

牽廟一横はこの感凍て、ノウ考息皐に孝句してやろクLバラ嵐嫁た’った〃

匿、か＼そのノヒ良風動こなってくすれ忍らて書た。　すれ法人客双糸．新入生

の教主か少くヒして珠且、穴なり小机の刃威感と感じたりで温故＝た・ろう

わ〃　蘇りにも軽減／ゞ現しこもった厚東の柊軋八句の伺庫L泉凰レた句㌦

釣を歌碑承句、耳額払孝司・一一一一の　その中で慮ってくる乳日、適塾草か∴

孝司へり産猟の蜂審ヒよって絹のでは払久ろラか¢

オ虹と横広、「‾ファイト乞牽って事経にあたらラ」とする薇盤鑑か尺軒て

りることと老重しを折れ於女らぬ。永単でも、温んで、み牢固鮭で索凋む武

藤乞翻し・孝彗り家老と軒ろラいり教書裾超って～jる¢　そして横根

の盟約桓かわるよラ仁ヒ、すすめられた餌、泰リ衷私fこなれなり。

厳虻も■ちら・かし＝沈広凍司り車へ華汰・こんでリ毒郵するより虹、－八雲ソて用

る方か射　りた、〃　たた、糸ワ巨も周貧炭　に轡㌢暴れす摘頼庚親しと
11軋考虹ある暫

くは）
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■

た、本署払姦し額で目鼻埠頭乞、項勿jL楓フて11ふと広義えより〃かえって・

とラでも州よクをこととした牛あれこれと線ぞ血対象匡雪乞移したりし

て・紫屋上　や金華鰯で硬水とィ日と暮らしてしまう〃　ある嵐東にありて虞、

ケ鑑に煤か“召時庭銀ともっ二℃が、できなくなった￥∴モ払鳥目－．勿翁、あはろ

小鼓運針まあるが．象とっかむ毅彦畠ぐめるク　その度盛と呆免レよラとすれ

妓・、鑑急和二は鹿央と番えするより比布が左目のである〃　そして頻ったの

珪　凍れ発てた自分七・分廃立晩成頼た・頼、った〃

そこで、庚払色々な、人にも如談し、又．畠かて・も今の車鮭と、見つわよラヒ

登カした〃・これ虹大命噂と後転かれはてjなか一ノたか－…－ク

しかし、ヒラヒラ横は負かに番った々また、ヤの歩み比率ガレ王か、r虜譲」

tr凰突」として費か磨れること・がてさる掛こなった・ケ奴ただ刻畠東の奇

々に感謝した日と思って＝る．〃

さてt藷吐覇へ廃るか■・撰吐書風と見珂してしこり商から親もうと思って

も｝た「奉且者郎金属。乞射Jた。虜ほこりよラな射こ、人膚あこがれと増つ

711着β終りまで、鑑み且すかむうか力からな日か′　目下そりくみやだ。

こんな本と貌んて川孟亡者斉木虜昭よし1㌦　しかし、もっと烙超える心勉で・

施むべきだ〃　風采からの鑑鼠の子鹿ヒして．やたらに満車とびら＝親みす

るの庭師りことだ’ろうか．

r責ヰ迩胤．♂適と絡む。討辻乱射こて畠膏の磨薬物や．鵬像への炎卑

とおしまな日のて㍉ある■礫も碑ヰのし召喚　香魚と巧すれて、柊たた－しく、

薬師子や破鳩の産経辛と見て習ったこと打ある。そり埠は、おJでの裳射止

奉れこいいものた、ヒ患った〝　た暦とてら′弓や二雪で・見られるもので・よを

flク　もう一一凍いって見た目。　宕成り裟肺には、美しil一貫した額面かあ

るのた∴　だが　それ吐岩頭の座金捧刹乙魚釣倦ではかJク

＝号までもなく義正妓一晩静観丸盆で－あったか　もっとも磯野で玖氏族利か

ら分化した帝嫁をもので、あ路的払もり払、大化の教材旗iこ鬼瓦した■

そして一増大の軋〟言れた鼻息によって八乗嘲L各射こ綺凍てきた。

ヌ・その野郎ヲ耳孝として汝、八隆から藤入手れた仏炭足盤打率かられる一

そこぞ凄絶潜む雪野庭銘打廟圭jて＝一る・（少くともみの虜のよラ良木孝足を

軽度で且よりク）卿強、免廓は鹿、汐朗々として承れわれて＝友∴

互也絶蓼姦た、錦盆暗代には封建刺の塞が席乱れた4　√万、祓巌吐乳後のも

のとなってゆき、索薮蚊承えた・　二の時代にも容れた芸華董祈嵐われてい

る・だれや虻が漁り、江戸卑小こ入ってからは　薪慮体制と絶蒋するた

めに、キリスト教良風祭され、人ぞ止水巌キ晩に嘩りっけられた。そして・

り9）



ヰ隠良毎からの鼻義と妖泉してしまったゥ　凝固の乳飲屋郵よ鼻息に凍えて

いった。もっともr渡れキリシタン．の郁く鬼華を凍飲潰勤紋＼苦の火と

細々と感凍してIiたが、、輝度広巌しかった。「三つ息の轟竃まで」と五わ

れる射、本日、日本人が風車談と勲よれるのぎょ、ニのたりでは狛ぼろうか■

二の養液埼頻吐承刻なす葛と璃姉こはらみkから　呵斉建材へと絶く■

泣声和での裳衛に、針ノ入γノんの大きなものかをl】のはこの炭であるク

ヤの後、・明晃．大正　躍如前期と轡豪主義　がIjてlま着く動圃主義の療武と経た・

要・1I・・11－・・l
殿
一
・
1
一
・

三
．
▲
∵
　
壬

温虹、免沃良寛本五歳の常永である‥・。硬直法泉ネ款である〃

あらやる兎象は、針　は、らぼらにちら患ってりて、為義と鼓して日を日。

人と入トゲ覇には∴乳ん主義ヒ＝ラ芹烏か頂いてIlる一肴れ仁義腑も　あ鼠

の額拳乞乳来っている〃そして東々はマスコ三仁　和こその輿のr見えさ、・る

ヰ」によって文献1れてIi右蕊吸のマスコミにまって承庚、与れるt脛ぞ思

タを碍魔のや宣宜・礎れたものは少く－　ヒ1ラでもよ＝よラなものや、くむら

を1沈のか孝心　れ　乞盈刹するの仁，人商の象磯乞舜っことも八甥であ

．烏。すれと磯巧担皐えぼnLそれらは　嵐武司本の「産金捧射り矛肇」と蒸落

したもりて亮か‖巨、ろクか■

過速におりて広．それ水密オ輿路によって露草、1れたp Lかしみ法そつ

刀水■勘和こ承句すられ払折れ法へ盈ら良＝¢　それが‘涙＝て払、あくと、くマス

っ三摘礪することになる吟である4　く傍注これと「軍内へり磯路」とヰん

て、ijるク）ヒタれ虻、この矛督L鬼瓦することが夜寒Laふ。

二の覇の攻印度威あて宣、こり寒息魚水句周となフて＝たい横車考広員各色

少しは、らくぼ、嫁JL資本五歳の威緒と象、碑乗法あ主毅二秒抒するた’ろクと

・∵・　′・－　′・∴、一　、．∴・．・、・二ノーノー　　′一・・一二　●一　　二●●：・い、・：1

適j腸かiよ礫宜和こ卑　しなし盈折ることである〃

そのたりi二法　もフLもフL、句乙ク鹿野とÅ車息が正広風琴を＼、ク

か今髄夕は・これ久ら五条て直る〃色ぞ払こヒL埠験して尋良一は濃タグ姓

と留句埠に叡蕗が息Iiクまたそり叔金も盈＝心耳よ帰鼻丸かなり。終局、

〝人て4御足＝二光んて、しまうβ　考えて車れは、沃掌れそ珍まま一に率革

に嵐してしまって上る〃た、の　りこと打．倉嵐で摩れなかった夕

顔法名＼まで1如にも貿易な嵐と孝んで釆たし思ク¢

（20）
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“頻融繍聖鰐覗
〟C斜の威喝弘と＼＼タから、学府励息堀倉かリヒ園浄レて卜たさ　〝ぎ衛綺

氏原では就くて、あく旦東風呼吸隠．敏感の本だとき隠レていた．〝こんな

の改革くて碍鷹もベットし飢＼しつまら蚕し＼′′二一一線という’のが箇条書水

草にした／／号へのノ唱生の感低である♪

亡友‘毎の本項産材をううか？帝新着蓼K萄するものか　筑レてそう／で

攻射、・貴史鑑八品ノ蹄索に謎盛一一仇頼れ銅んと観衆る・C牲史咽

で管主紆K窒ま凪．埼翠やかみ合った幽学圏生酒にラ　おいや埼軒かつ威

厳のつな水、リ／としての凰慶を掛かり、超の夜轡となる線にと嘲承たもめぞ茸

かろラ凄＼も今村凰ヒするの吐患争得度ヒ牽稿である♪

C軋生及鎚、殉像着金底の／新鹿をめ．ぎすC／妨一束、学術F　凍寒∴愚怒．乾

潜河鹿の／あゑト克之部将ぼ、かリで苗められ′たもので或トとしラだうか．勿材そ

れら吐あっていけないとトラので底意：く、それらも穴いきく歓迎されラるもの

であ乳．払う村そ軋らもありかつ留卦らの燐孔　堵河風、茶席鑑ども卑止、

それがC料金庭の尊慮とレて解凍レ冒し＼く払トラ篠てレたり、tある卜喧大学、

定落　果硬変での宙選や失乾、成功談革ス喧学食．栗原の動きや牟常恵輩の

塊状家老革みリヒあらゆる鹿東本らの密命とレて頻lて草のものとしだ脇

にレてし＼圭たし＼わけやある、潔に啓喝について底、二一一一・

こ姐衰亡遥勧あのみの軋嵐で庭慮く、やかめられた大牢入学制虜の倒産均ヒ

㌧て金〈巧利紆何人圭責紆入所が隼外にもタい専守ある・勿常かく膏ラ卓分

量その輿塑紆象るのぞある，レd＼し我々紅涙その圧迫痩広くぼっ庭のぎああ

右屋から衆たれた軍資のもと祭儀K患い青原にでた阜のようなもの守ある，

／一顧席を絶え飢＼酎J，何でもぐきるのであ「為、ダニの埠如く患者在の1よ〃何

でも乳てやうう、やってやろう、者し＼てやろう、観んでやろう〃ヒトラ幾度

や密殺からラれ今かそラすべ各ま主に与えられた埠覇で痘射、ぞ去うかと

患ラのである，その一婦乞してC脇に感争質す烏鼠に／珂ぐらい草稿レた

らよいだ去れ、諸氏ふÅんでつ式ら広いとベつ凰する骨も亀朴で痩ん季冬藤

レて、、藩命の理賂ヒする棟任e彪以旋となる線に滞ってぽレいもの否ある・そ

レて骨の必武或マC終わ矛や′トと怠る磯に摩って卜きた卜ものである，

‥それが牽初灯脇んを重みぎした患輩亀の有えで改良ムっ食の倉ううか・ぞ

ラしてい＜の武威ノ々C斜度の義教であり、．硝康子ばその要務墟＿符の為牒レも　〈

へ（よ／）

′J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ

く
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べそあると患うのぞすわ　奴上永二紅からの必れのあリオ▲を経っため∫ヂくの

／礪泉子のみとリごとを威耳に銘レをものぞあ為が・鯛康子を鮭硬するぐら

い、これからの稀巌紆宣キ碑を打に磯路するものである。

！t学内を民封tLようガ
i回生　山　白ヨ　十車え

今、金郵船に大学の弓厨のゑ華人強度観てし＼呑．す罵わら　産学修喝をこよ

る産栗ネ1叩それも纏占資本一一の挙垂直出、渡田卑索内園によゐ入学者寒

磯考慮私の企て孝で媒巌と軋ると　藤樹の刺の一旦の歌舞による大学の暫埠の

膿客である、ぞ妓大挙の葛厨建材殊企卑なのか．

もし、大草木次舟ある卜疫斉蚤考観により、考酷さ点しる広らばと、ぅいラ鎗東

森もたら主軋る五㌧腐ら軋　ごく目鼻の刺塵により多くとあわれからであり、

姐の帝礫の腰塵産と監ヒんど考慮し射＼から、尊薦汝ガ剰船に長い上　意鹿野

変よりも産額舜乾の才の兇慶武塞くなって好くだろうし、斉鮭帝観の符轟藍

冷延私するをあの摩周を巌逢すゐだけのものになってしまう鹿簡故人も＼仁あ

る。レかし　度盛舜灸をおろぞづ＼にして＿　ぎ河の薮原玖全く萄婚一首芝良し＼も

産額呵経軋　断て慮魔研碇の東泉を硬軟レてこそ発展するもりだと亀う。学

呵水産鹿野毅をサ武川、瓜覇研灸にのみ竣頭するよグて良軋む　轟も大き鼓

威馨をこうむ為の浸、嵐冬醗酵観た属すゐ大夕歓の人々なのを二

親東鮭終夜の人々底、受配常軌こ都合のよi＼詔で萄項に濃盈レた磯威キ喝

により・今までよりも一周考藤森⊥′周巧㊥在席革と・本凍当然孝質しうる

受か夏生虜が出来環トヒトラ二重の蔵蜜をこうむるわぞあるも

また．天啓戎風塵泉南の承育磯舜ぞある，ノ慶永畠果敢東野薦啓蘇、アメリ

カ帝野主賓と、百本殊占賓太の恵を受けて．ニ彦Lまで、教育二度釈整、永常

雫琴の妓命軋　静観　撃方テストヒー痩＿の家勤殊家（立旦により、ノ大平函輿

の民主紆泉膏を見直し．破壊して表た．その民主々義を密量目こじって承たこ洛

私でタまを、犬釘⊂おけゐ民主や嶺二女もな卜がしろにしようと企てている．

こうレて礫ら娃ノ教育を髭金に孝介の子平にあさゆようとレぞいるのぞあるt

r巌膏を考駄するもの法家乗をヌ鑑する」彼ら攻これを厳守符こうとしてい

るのだ・牽密轡は倦K巌脅免官介象の窓泰で動かした卜のた㌔

しかし、教育妊寒的宥サ　ギ丸も床んの一度Ijの　－　の亨にうつしてし竜

つた忍濾水どのよう在思慮をヒ叶う為の今、それこそ将来に磯村の天象癖軟

くえ符
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ぎ

育、撃琴教育の卑魚で波良し＼九大孝の葛潜水恕く紘乱打、考甑有たちk＝払

って、そ軋息たやす卜こと紋の左、、しかも．入学の雪舟は今まさに箕力在猿

払見受けようヒしているのど。

私たち14、本当に、笥本の民主や薮を守る私人、あり、筍太の嵐金の平和久

桑原を償う玖かま、、ビラレても・研象と教膏の泉南凍廃である大学にあけ卑

民主紆良雄巌と盈腐鼠牽リヒあさ瓜ば’叙らな＼＼ので波紋かうう久．

さて　こさぞ本学の嫁合吐どうだうう人．

大学の潜車を鹿立すかに虹．於考風蹄とレて、その一大煉炭異たみ単座の

葛潜水経度三乱射†粒ぼ紋ら庄し＼・しかかく∴本学で軋．学生の烏風紋あ・う

カ＼集束や確度よれている当鮭の泉軋　集金、廃鉱　東急の台由さえも味姐ぜ

紅で隠卜ないの定、私たち娃この所属から愛で解凍レて府か姐は’なる嵐し＼．

卓を本学で底すす∃こ、もうずつと玖商から　大寒の贋束ヒかなった泉衛星一

平米私学象乃いわれたデフ二＝ふぺトンー　の生産に芥わらわ否あリ．その感泉

か、学姐の畠潜轟観も禁く疫と、怒く、身密席数底値塞色艶けぞいる．つまり

拳学はすぞに、その由潜の終刊乱舞黍レてしまっているの石頭ないか・

そこぐ∴濃度け森々に裸三組た衆も老犬克也争漆、二の酉潜灰の増額だと払

う、もっともタ塚の葛浄金紋例になく膚澄lて彪豹し．天質皆痩剰庚の布線本

礫嵐軌ここリ上げているか＼これ正教行恥くだ潮壬牡て執、てよし彗魔首は射＼、

金学生久し、各、象宅、肇筋風見、生傷も含めた全学が患うあがらぬぼ、払う独

摺嵐だと払う。そうレても級患者本と夜勤妖麻の糞力良莱勢をjrう増村tるの

・　　　、、・・・J：・．．二㌦

喝　書　風たう底、大学の宮原を、曹噂の銅を、そして民主竜泉＆卑るたみに凍
ラる　　夢

リ
′
眉
鹿
∵
港
　
▲

い

牒
軟

象を新たにレて一　二什乳厳K輿剣にとり温んで行くことが於質点ので点点し＼

だろうか、ぞレてま千手はじめにも　学生洩冒己の民主約絃叔利を嘩顔し、廃

疾の恕食感、ノ教礫余の民主鎗鑑盈虜を打ち広く、全学紆㌫盈夢のもヒに尊称

∴　　∴　－∴∴、　　・、、、．・、

′雫



紆鮨∴

蓼断やて〝　蟹
．‾　二∴享　キ二言∵

泉練申子函打から盛っているので、喪章の牽呼べ六の平で．負号の人を象・

ゴミ、二・・　′、ミ㍉：；．

⑦　爾汝早いのぞ天頂へ符く途＿平で百度労番希‾（だろうヒ賂うのですか、）

の慨の人ヒ珂じ蜜象に東∫ノ合わ止まれ　その人たらの薦ている竜の寒、希ち

効を鬼たり、その五感著についての藷を席いておりよすと、絡のす嘉をかじ

って上る督かが華やかレくなってきます・

天質衆で東風思終っているとゝ　丁孝司上磯の友一ムに烙思「こたま」が止

まっています　そレて私のい各奥帝人ノ香車ヒ虜壁草宣適ってい成す．二の

／孝草や贋婆郵て車力＼ぎっぐ承って卜春宵の八嵐と・〆断て乗り金わ庭を粟

の八嵐と邑血べてhると、つくづく勘泰の（威武の）終審の食率さを象也つ

けられたよう子、なよけ紅く又恕しく女リよすi　紅塵が巌金を考慮う硯に痙

こういう憂患良く三森すれば、怠らないと野乗K丞卜ます8

〇　g篠　の夜　か痺現象率に乗ると、いつも禾碗＼東に私リます。■こし＼うの

疾．轡っ療わら卜が多いからです8　そ酎こ座ら軋ると湧く三日＼隆をいや苧もれ

が組、針用ぬLL．軒フ疲らい抜穴き葺沌喜色かゝ＼て魂を去宣の周によ

㊤　昼席の長い蜜草やべスにお年訝りの人や、幼卜子横をつれた八次泉込

んだ蹄、どっと立っF密命の席を、幸手っくし＼る人く線に尊皇）を象ると、すご

か箕が‖署、のとレ麻衣で就うれしく蔓ってさ孟す、ニラいラ好日よ、わかって

いても貪汐＼宣小すく宜療突府ぐき勘＼ものです。こうトラ八ぞぼか　を＼と、

太もすっと鑑み養い感左ううと鮭われよす、

藷だ空々のことを私産ソ喀卜をリ　しまナ武∴こうレて敵勢レていると藍

色宣入室の鱒留くなんていう払犬げさです木リ　というよう息ものを象ている

腐荘泉がレ孝す。

㊤　泉田東都から昔風亀勘二乗って摩った蹄のことでした武、私の覇の希

だ灸レい身息リのお耳前歯のあ卑さんと∫つぐらいの男の子礫と都塵ってい

ました℡私産の韓のポップスJこもぞ妓リ〃つぐらいの男の子法号のあ卑きん

と武庫っァいたのですが、その事フくらいの男の子虎ア右スクリームを食べ

ているの麦　∴嵐の前にいる努の手水お考きんに「礫もアイスアリ㌦入賞っ

く之の

‾‾‾す　蚤
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て」と毅だったのてオレぐあ啓さんが「芸め転、め」とトっ藍のそその手練泣

いてね克ったのぐあ孝三ん塩「お金がたく星んある終点ね」と心つぐ在だめ

てい孟レた。すると子玖珠醸しそうにう紋すいていました、ニ札も私囁きし

ていて．霧廟のうち庭払軋　え♂啓のアイスクリ√4くらい穿って鋸ヂたら

いゝわに」とその蛮骨さん虹煎レて顔をたてゝ卜女の冒す木．径に貪って、

「このあ身きんぼって憲麿にアイスクリームぐらい凍って・やりた篭＼のだろう

、こ＼・－∴・、：、・豆　－ヾ・j　′　　－．ノ　：‥　′・r一　ベア・－∴、了．て、甲・・

てやれ射＼あ孝よんのオ』ヾ子礫よりもすlっとすーっと醸しし＼わをううと東がつ

くと　その封啓とんに準星をてたことをあガより藍も＼乳埼▲でレた、、b

「鰍研修離細
一賓凍み密教

：■∵‾　　一、●・三・

、車　の象を束めて木出て蕗がべ、レ脚泉水豪速三才贅ある，硬変

の草薮∠芯札で腰へ慶べ．東軍底象鑑の子をミ

ズ、▲ガ㌧∵心ハシトK浄毅必すべ、し、鵬日頃の成東茶席を率や封で嬢轟

岩塩よ．底頚も壌久レたり産㌦

丘．ア心ノJイトでかヾメ＼プアか度ぐ／ヾし、～教組㌻）牽卜許はさっさ虹や

・・、●　一　一　．・＼　二・∴＿、い一、、・．・・：：ゝ　せ．・・二、・∴

釆　山へ行け喧、、孝の草生か埠よゎ

〇　度虞はオ啓を反れこする　一㌦登山者の姓圏を組むカ軋産われゑ

㊤　上から患え慮息㌦登山肴にスリノLを与えも。

㊤　たき永徳生木を鋳ること　脚　その太木暴れて箕に乗る塵辻】希の

ノ曙に宜フ。

∫、尊へ行け針考の車紅臨掛よ

㊤　泳し＼で、いる人の軋乞封汲って砿めよ　－虜軋かけた軒を劾坤恵、

、、二、八・二㌦∴二・‥・‥、、・．一・・‥

㊤　蔓腐りの埼各法ぺ上か、ロー広東駐苧ある　…渡かローであって

．墨かローではなし＼ゥ

㌦◎　水平、で奴廃すヾし脚産み武磯え渾カが屈し凍ぎやすく息る。

くヱ¢
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・就雛射jマ考えたこと・
匹‖ヨ生　与胃薬－

：∴こ、L・：．●　　　．・、　・一・　　　一　：　　●　　・．－　ト　　‥ヤ・＼

の申込威武、泉る．麿嘩盗め成りたての戴ぞモてとって、豪放の塵灰を鼻1て象ら

方しても、大した貰料も左く、卑官か　鼻水、どの方密K弼いているかビし＼うこ

ともぽっきり解らないので＿　あれこれ温、い虜む甘、小リーーし一　二首しぶ天才均一じ

鹿であったと払う。

とこう年毎かの應窒息を象庚すか二底、何人舟刹ぼっスアシヨシがな卜玖

fj厳寒の渡仏Lが磨賓であ乳　も＼しら密介欠席塗レても凰吐んしてもらえな

け軋療潔教する賃料永森し、わけである．吸ってノウの会般」て希望有人’後列す

る賭射こ疫、草啓子属人教養叶の大泉本選秀よれる、

玖丁今年の甘軍堂の学杓農務ヒ痢する鹿欧を逐’べよう。三哲を以下後牽簡

易の参斉ヒ鼠札は、草も＼である。

孝増巌秀疾風鱒灸星から顔原料いぼ鹿厳寒が風〝点す’っ出席して五月の末

に抒わ軋た－邸ちぎ孝卑責めメンノ÷十か訝慈恵生．調息乾生、町葛泉生、味

屋衆生、礫線患皇（應蜂鮭生身外頻発の為代塵として鰯席さ軋た）苧ある。

この五人の東女かてよって、戴々学生魂きみら風塵レた鮮承東壁額者を参考に

レ　送虜が香われた．選考の底永ヒ訂丘の法Jにも二にも泉疫である－　廉直

次兄色女＼地底紆良條呼とか虚、1急甘んど塞肴の対虜にはならなし、、これ射ま

とんぼ金て萄学生の患象でもああし、尺免虜で参ろう，東礫何級とレて瑠喝

産になりを了で、密猟むかく、成句姐終、ヒム慶応姐とかいうものをまるで灯

らなし＼8　番應前と戯さえ腐乱に合わすこせが鰯東庄卜患夏着の隠者等あるか

ら、草紫叔硬双外に攻弼乳の皆料が射、の故老私である，こういう盛者オ鬼

夏垂らざるを頗及卜の底、令息塵‡の素人常会みが草すぎることK席国がある

ことは喝ら木である。

さて成碩良三河毛までの平府屋軍務三軋るから赴葵各単位観か、あれ宜、、単

組艶の多少にかつ耶らす摩拷臭く歌風鼻将も含めて）のより卑し＼者射優患さ

れゐ一　風って（官）鼓乞東学放水余ってあれば應泉ゐだけ浄てゝ、実額よく準

虹色承ゐ乙ヒ森六紡ぐあるク

免状娃以上の革くでああから．牙岬衆望の金紋を養殖とも受けたいと払う

私ら庄、、射り勉でもよ卜から河よりもよい或疎む象るこし瓜軒厄であ嵐

く上古）
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オ鬼
ある

単
　
三
　
撃
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隠し．やたらと挙也監察っても平均乗が解ければ東軍である一　考療葵領よ

く東歌丸久庭ぐことである4　こ軋吐喝卑生になってから軍法浄すでに温く、

′呵里のうちからjヒ水1†て塵くヾさである。

金鉱によって吐鑑札も衆望しな卜町もあ県　また兼望者か素人歎だけの打

もあるが、今冬の虜命　泉霧レ〆ヨシ、葡萄大喝．司泰レ㍉ヨン良ビ法か猛

りの斉裟骨太あったサ鮎て烙泉これらの金赦免為婆する八達亀井とも机上

のこじを肝に銘奴すべきぞ寄る。

二の資格盛唐のオ鬼A、慮たレて痘坊盗ものかど、うかば絶句をあ烏が、全員

一鬼受験髭も凍えし、鉱泉増尾濁去鑑々ヒ出て東産。ヶ年恵去孝に鬼レて東泉

水渡し＼吐卜もあって禾威喝肴もうよこらよこ炎てし＼る8　観象東食も函凍ヒ身

蘇峰塵壱1ナ町村もああ紅．ケ年鑑筆法威儀亘生じして東啓ヒ専門科弓）の禿

る金盈武か在りあったようである8

副草のこと良木、ら汐｝走望芝草将星斉で法す’こ軋て、身2．才3走婆にま

めき札る人が1、く人か慮る次である武　当座痩産額を善い合った上　よた草

生軍人の閂或いぼ卑象室喝で免ます号払いをすあの子ああ武∴　この亡友壷を

汲んだ八奴次してそういうことのない観にレてもらいた卜ものである。

私魔人ヒして娃・患予ぞ波乱か鉦孝艶してし＼た簸な吸血埠東リ勉を施草す

る免疫亀頭杖し＼木、客観紆貪宜彦から紅色鉱泉に喝する凍淀を薮べそっもり

である．がリ勉もよし、塵永＼のもよし、レかし艶私法人の一生に輿ける一大

事守ああ。喝唱法になってからあわて試し＼ように、今の噂から・ヒ掛けておく

べきぞ番台。

腐泉締紹介
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動感肋．2
滝上摘クr鉦軸に脅血十折硬だ鯨わ

CZ　東　上　隆　之
○学生の釈潜紆　姓怒紆凍命日てついて

一頭直線鼻炎冬草に尊ぶ、射しし＼急嘆きと工ふ沌／で一女もたj〉レてから鬼K

三ケ蒙‖ニ鉄ううとしている－のど瓦すぎ姐底本と照らともラ衣、猪藩のこ祖

まで盈してこら軋牒上し清を月、牛逸っていただきたい。その女鹿はよく「鼠色

の青嵐」ヒ冬われあ。大喝とレての後方の全蚕的範鹿　家衛睦の喝弦の為の

歌麿の沃膏に入銃猟衛の参一塁線のみを二年　三年　各　人によって喧鱒卑　見

乳も教し＼ら軋、筍倉の武威と改組をけ落す争で香り、そして「勉腐」と呟す

みの本来の飲束㌦自己を左車　重己を学腎の庭草に於て煮魚する率」

法認およそ見った「泉番」「普嫁」であり、大鼓姐解法みずしみ率LL＼慮乳也

や劾直隠を掛解してしまうものぞあったわた、。

二のよラ風琴鮭を嘆く射工員ラ「戴考Jのこと汝、1よ畠∴＼てサてる鑑ある＼れ

てし＼なのだ武村の煤にも立ちそうにもよし＼。そして一方では、その喪蓬と能

力▲良雄ち射ヾらタくの人煩く象考好複由で痩学を断念す為拳を剣薮なくされ

て卜る㌧　二どうしてこのよう庄ぼ、裾デを孝になっているのだろうかつ

番屋底本までこの争東を風刺に経毅した春木、ああぢろうわ、こ軋河ら、鬼

産れ日永の患えてし＼ゐ軋紛給食野に席鳩する一つの贋如尉雪願意のである．

このように藷農の紋んの身去虹か庄寒虹鎗ってみても薮や故象象の日本の鮭金

の席つ大豊長考庵を革泉庭ぎゐをえ射＼の仁。そレて炎ての礼金つ孝考吐衆

々草薮＆牒方ノ＼方からおgL、良し、或赦レ、鹿藍レ　た乙え泉そボスポー

プに裁私泰紅い＼な蹄でも、ベイトに熱中レていゐ啓でも、転学に凍興して

卜る堵－でも・せ釆良庵1く泉を罷軋て卜お嫁でも、またその渡浮裏庭であが、い

ていな埠でも、再、見な呼も之め姐金成薮ぞ象赦さず．泉そ忘泉崎から解き

簸た軋る争点私いの藍’、W　曽軋ヒもかつわらすい啓に彗弁をキ告　重みの直

属を横きれよいと薮のように紅にへばりついてi＼奄カ＼あ己・、＼宣ろくでも姦し、

葱召＼ざ叶の須磨Å一ドの車で生息く？）してと＼るのか、本学学生拷着払のだノ

乳貯卸、温風紆K呈勢されてし透っているのが堵靂左か之了　およそ菅生

として奥牽g駐幾夜ヒ考え庄卜の苧攻なし＼わで－…－（栗礼　子に底そラ＼＼う

人か＼烏と∴＼う率ですe　患しからず：）．

私喧轟多産すべてのものに官をっ8ごり、啓斜のカラの智に乙じこもり、鮭
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嘗畢

酎て於て角乞ヰ心紆菟嫁洩，しか承り掛冶人や、年令の蜃夷的東栄痩のみを最

い永めあ人々！く培う、仙　宵卦の姐濱を人事にする断て蘭番の河野を、日本

史、政審を醜めよ　そし∈行動且よ。一銭しておのずlヒ錆声のとるべき凄次

長主軋為であろうし、韓高水知らや知らす・のううに全底主泉紆紅フグのやで

チッ匙しき＼すて卜た率を触り、そのカラクリをJTら成り、鷹の個ぺ乙して土

壌鋲律∴、行動牒＝ニ前鑑している官命を煮魚すべきである。

観象の壌束主義嵐冬で庭草麻夜祭抜、和ら教育棟乗法麿席上考のエして－

ダーになって卜為の定、拷爵草のうちと洩久よっとすると大挙に攻上ったの

だからもう大丈夫、エリートヒしての本丸が相乗と軋く卜為と考えて卜る人

があお卜攻卜あさ、も知軋なし＼か　しカ＼しそ軋底おそらく河鹿し＼だ、後細密應主

賓の威曙で蛙インテリの嵐象紺地他吐喝らかに下風してしまったb　ただ灸席、

紆糸井を希えただけでも、今日大草筆虻亙っても周更級墾席水準を終る骨蛙

」錦である　東宮と呵擁、希望に燃えて久尊へ＼った患馨のタく屯鍵巌しても

㌦八が食うの武清ノ終、とても卓彦均したり両親象思った、圧、こうで凍射＼ヒ

承って＼＼あ、ぞ軋章もよを、大学出産よし窺え仁喧直上良いのど、金轡幾弓百

の車力、金家母か有本その泉寒と泉に産後以上の麹食の車で史鹿しているの捜

アノしベイトに衛サ吐、すぐわかる率だ、。

時鼻息威風してしまうとささポカ＼良昇吟と、ステレオと・かわいユ奥さん

と・カ＼両氏相身「東泉Jをあまらめとぞけくその気舟で攣みるようになる・

背骨卑終にめった鋳愚考の再の入所としての勘直後などかけらもなくなっ

てしょってただブタのように凍ってlま凍、恕きて汝食って墾きているだサの

鮭属に庄つぐしようのだ言失礼－‥－）

孝男いすシチリにとって鮭埼紆鼓女鹿艶よ車酔え鮭卜の喧打身の史属に、広

車に生き舟いが乳頻杜射＼車、宿命の吏命の恵東感、勾倉の劇凰姓．承鯛

飯かわ自由範賛軒が終られなÅ、挙やあろう．ああ患輩、月さん吐草薮に陳し

て「これぞ錬り乾、k冬う感じて：こ軋からだとトラ覆水し射＼」ヒ卑つてし＼

る．（族汰絶一魔盆姐‡て入ったのだがブ

このようヒレて本学だけで良く日本重囲の青草周の和て、乗亀紆東経綺司

本経丼の終家によって頼り嵐された．鼻息孤　エヒリ穴’ム新入皇庄勢ガ洩

って合簡レて来てし＼るのだ、これ玖珂を患東レてt＼るのか。このように私喪

「奴方への異風」をその木像ヒすべき番い哲卑周良風嵐カ、こと心・屠場に

関大軋る嬢利水必来上ってしまったを吐、欺醸携、アメリカの原釆草奇観泉

吼衆と朝鮮醸草の麻布凛度数べネヒレて革む’馳した軋束で心メ、ヨアジ、一の

C乙9）
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郎ま沌建、嶽し．日展民主ぞ義縦線のとりでたる学生がその内印から腐賭し

8本家弟勢力か、風狂プアシズもの軌を鹿き起す素数が成東上り、つゝある尊を

象喧しても＼もりさあも。患弓の鍔雪のタ剤に発てr今年の東大の軒へ嵐に吐

卜わゆゐ草薮感動に於ける廊覿象が一人もおらす‘t Xこれ洩姐の八孝におい

でも金轡紺に見られる観象であって、練レて承盤の草生吐おとなしくはりっ

Jああ，まを孝如畑二炎上て備考厳寒確率水、濾弼し、共産鹿茸播率直上司り

っゝ頻るゎ」ヒ観審してし＼る射、この歌葱の句と教学息薪のプアふ穴、4台承覇

に於けな宕トバゝ守り周の健康と酪臥して卜急事か／恵泉＼考年の京壌底

「歓ガへの夜風Jであり、青年の東風のなくなった軒　それは哲の衷次lる好

一てこ一、7ご。

この慶ネ法家草きれ射宝、なら抜上仰その変草によって磯をす為

の線、趣く少数の71＼心メ、ヨアJ、一でああ・

私の今尋、ら薮べんとする私感攻上わやるあゐ入電濱須大衆の尊慮額でもっ

て蛋頻レて腺承乾禾し、あ為人々塩経線で色をなし、又ある人雪線こそこそ

と宣上層と合し当直肝炎してしまうような払亀であな。しかし衷マ学真滝、そ

のような卑趨銭亀康を取るべきでない事故当塔でめる－

て′しブス主薮攻亀鑑ヒ人画のγ史に呵する革も原瀬拍＼つ綺慮野点盈密であ

る、それ吐息令の私蔵のγ笑盲てついての覇草、釆塵主象単軌二つ卜ての東学

で珍る・て心7人によって廟めてγ束縛金東和て　卑啓軌二濃度三恥　入印

鑑食の禾命建＆鰐来しようとする盈臥　群雲社食主観とズ産主義攻r史．の蔽

承泉動いて衆げか訟私を綺熟す高率により科学好意ものとなったのそあるも

萄麓はたとえ竣工泰の学生でわゐ払しても考梁塵のコマ地肌の何級で良く

句風ヒ人喝の√乳ヒ歌その観象曳きいる放会をもっと濃く・萄織駒K狩川た

ミ＼ヒ希えておられかく直上射＼、そして姐革のγ史の痩炭噂に射て即す！て血

書、凝打に今官房烏が当番してし＼あ欧浄紅塵卑野良象綴亀粛啓すべ空かを

硬貨レておら外乃lて象い鼓し＼

タ頁l各、＼＼つり痺粧て爽ても人喝の√矢をまじ動く希え、ウ＼つ凰武虻を

ぬ好K生息ん尤礫する乗法、マノしクス主泉象牽けて承る草魚弼泉な卜だうラ．

マ心プ久を象を罷れる肴も、床藤色藍えゐ有も、炎感する有もt一夜底す

べての腐乱をすくゝ承り阻まぬなら患い風勢水マ心クスなのだ二

こうで私吐く心クス主寒色轟格に軒数ナあ率は筍埼出泉射＼、かこ‥て次

呼の希孝弘挙げて嶺鼻孝のマ心クス新教ヒ硯えてたし＼と足う。こいて孝げ充
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もの＞〆工帝象虞食中て鱒乾されん車私東衛するク　粧し、払底猪番にマ′レタス

主義者走れヒトラので蛙女帝放卜　軋　醐な経線ヒ人格を盾っ八軒こなる

轟に吐どうレてもて心ブス乞臥らねは、、怠らぬ．乙落うからであ乳　私自身も観

象吐ノ舜斬れ　永スか＼うう　いいか　jLクスに犬鳴する考である．しかしマ′し

タス妾薮考や良い、。■マ′レクス主義者たるとはまだ肴すぎで＝つだ■

r英彦傲壁書」（マ′レタス、エ）で′レス）－マ・レクろレーニン主家の

ペイで心虹もあわれる去のぞ絶諒娃組の者である．「軍歌と革命」〔し一・二二

シ）「帝国主賓軋〔レ〆∵ユニン）「ド、パヅ風穴教卒」（エンデ心スう．

「堅経から科学へ」（工⊥ヂノしス）考竜一一一一その他に泉盆スクーリエ磯刺

に韓ってマ′しクスレーニンの思亀鑑泉符とレて藤毅を村たKよれどしたレオ

ン・トロヅ牽㌦のr威武女鹿」も蘭留く康ゝま軋るものと賂う．

肌
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①　愚東軍親風か了、モ」ンストレノ㌧シ三ヨニノにつ卜て、

多摩牒本塩新しし＼膚萄K凰萄して上る．EECをヤ礫とす巻金姐冬色腐息

しっさある貿易宵か払・フ＼bッア凰常と互ラ軒レい考衝に鮭ずる慮官本ブ’心

与、ヨアジ、「の亨私たち蛙軒レい密教東郷の卑圃威、全軍象奴カの曹索畝の乳

腺払、学究集塵澱逐遅日、そり泉紆象嘩ヒしての鮭東欧温色思いでいるので

ある日東経者轡礫敗軍象風塵盤夏冬レ　琴線争ガの承下を阿ぐ為労脚考の

賓金耳争畦牽しくおさえられっJあり、親蜜のイブ弁口ギ〆現勢式後めて猥

賓に確奉中二原覇さ軋ていおのである七　㌦オ労幼者の乳酪阻止の盈教法席恕童

形をとってあら千㌧　訝しトキ妃須木刺村これねべき私見の曙勢に於こ　簸し

むぺくもγ乳の風札を碑涌き也ようとナゐよう慮魔水盤蹄鮒スローガJ r風

息の落鹿をキちう」嘉一礫大衆の心をしっかリヒつかんそいるさ

こゝに舞い∈嵐鹿町箆の森厳訂灸喝を和上　釈暴政此の度瀬を穴感の牽K

組範レて卜く率私産生す為の水皆薮息レてれ各務ヒする－のである。

デ色に患産額のない人、デえか大泉の盤感になる宣夏、ヒ亙って此挙する人

々iく練えゐ．く隠し＼啓介の煎衆の身の常食変じ曹已レて東射すあよう長方承

線外であるa　そんな緒希を細字て簸屈をしたって一軒まあ払い．）〟とにかく

鱈勧也よしとにかく確りぬえ、そうすれ細村に後産、軒本＆7アふズÅ木

ら考古カとレア学生が盤葵庄狭軌を占射　撃直射、線番武、鹿在の′史の主

嬢として方簸く産き鼠けれぼ鼠ちな＼＼かざ、剰為を1うう、そして巨大紅顔か破

線の下で楓家宅の主贋を衆力の」布野　磯磯二まで舞えるのが朝野て困亀鑑紘奉

であり、戴守の行軒によって姐窓や巌賓を牽ける人々転決動て蹄昇しなから

＜3／）
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昆



も東わざるを原産卜象庚を畝毅也ざるを厚良く由るであろう．（恕紛灸命楓

常温判断がめ電鉄専続冬うまでも良し＼0嘩盛華斬暦牒パ用＼ぜ在村痩身祭節夜

来漉葵でありうp－もレデモをしてっまう毅す机吐、そ札まで女、。

今線度はやらなけれ鑑＼い上んだ、そして塵轟給え、盾の血しいと経うオ句

本尊に洩食リにも鮭整鮒圭東屋、攻囲に略入って匪接線に亀倉の偶人の薮原

夏草ううとすゐ方々かタすぎる。（草生町こもぬ生れこも〕そのような入や

れ巧兼良轡との軍を思成すゐスタッフとして六・ラゾヒならんで卜あのをカ＼ら

たまつをものぞ綾な卜。私隠そう冬うぬ薮カに　歌嚢吋で蹄仏工＼弟ように学

良にかみつくので療良く、之の最上ガ軒河その舷で奥牽射て轡親風爽えら丸

ん賓を錬凰くわ願卜・「るe仕方が、ないと妓考え、本学の鮭塵才のアナクロニ

ス、左ヒ草薮を産解し良し＼翠弦繁く底、かリ苧ある．二九線苧寮さ札を患翠も冬

わ軋ていゐ草である、そして域　もそれを炎孝と甲じよタに乗って苧賓して

しまえ蜂1＼上のかも兜軋ない～木＿　そ軋で蛙あ蕊捏こ東風硬水広さすぎると

患うのであおりそして本孝がこの蹄武の渡且にとり魂さ汎てしまって患生者

の藍轟に東レて承八鹿巌金鉱に射下フてしまい、本学の奉賓嵐の科学承衛

がまたも呼人舞を脅す戦争のゑ松屯鞭の攻勢を果す牽鮭を生み鑑すか竜細

れ良し＼薄を私良畏れるのである。

一弘可成にわけのわからぬ奇を牽き上げた木一武上でタ硬

め私の勾冶金眉廟を親剰している／ヾヅプボーン木ヒ’ん克ち

わ虐＼学衆線番風合虜鮭オ1て産解レてし＼たた・き．観象ある幼

鳥をいたをけれ針奪い苧あるか

ぞプレわし㌦ノ類へ伊成り姥敢

ニー’二、二号∵∴・－一宇■

払下に各くニヒlてよって隠忍は、ラ判断して卜た飢＼ても頗埠であ凱本人

儀澄渡琴もなす丸盆、反動でも庄レ、皇くの帝人でもなけ軋攻風食社寺デかイ

準も鑑トヒ経って上る一腰わく姪孝キ卒かイ舷だと払っていただきたし＼。

娩突発輝度∴　矢か金風　塵界平和eもC、怠る乙と吐、なじ象汲ゑ風葬紆

知職人なる八線絞れ脅骨むようだが、御本尊がトやがる玖あば偲媛殊トする

やj）
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漉塔も射＼憩うラヶ　克也ならはこ　もし人観武生存し亀けか確姐かあるならば

尊んで啓減の温良たどるここもあるまい，もし琴威すおなら隠＼もう考息す

る廟腹於酎＼のどから、か号数侯したとこちでトつの和てか卑威するだうう

ニゝで希望すること痩もし乾季するなら軒東野鞠碑徳武恐々をあげてして

ほしパ＼ヒトラニヒ、そうすれ攻、姐凍上の全人額縁一挙）て厳とずるだろう．つ

ま攣、下等に吐き療って虎爆席で老しむより法すっ皇ソレてl＼ゝ．

犬か垂風㌦つとつても承オともでタ7は、か車まわべて〆和で県有しなし、．

その舞産象秩んと－悌轟音に輝レつけようというのであるタ　これ改呵ちか」て

釆ガ金庫の藤森の飢＼こと苛める。やあ息がああならでダブタトわやKや丸

底、トム、もレ額草本それに乗じて鑑硬良基ら鬼、室温寒かそれを鮭隠したり

久け覇にあ中かろうとする腐ら底、、人窮鼠金線束卜ようの射、柊束に来て＼＼

鳥のをから主して衆廃もあ呑よトも旦卜に敦合って卜ても小フか成城誅、る．

珂じ威か＼、為慮ら綻、帝孝女軍師のために観象とレて嵐び、為をかよ縁ど泉がさい

ている。野乗ケ㌦入官てかし＼き永め為よjK索萄句終審竜官本圏内に狛＼空席

を浄っている、威かよス金座塵まあ帝碑尊のロ乗を鮮卑とレて蜜廣する。常

子のすゐこ乙トラこと！く娃掃くも射＼碑もとく、な嵐観、＼凍トく庭‡て牽強のか

いきイM＼つたこと一に線色㌦東経の敵いぜ払郵藍舟を息卜のである．こ虹か電

車の郊歌碑級と俗砿生れる竜のゝ驚くべき浄姓でわるサ　廉民政もつと」ト1脚

デやある。匪よじ＼っ木観衆Lを玖波経るべき磯風に息づ喝って卜も。

繁くヾ温こLのもう′つ底魚夕的何戦績観の兵庫である。卸淡ということ

漆の兎に吐勘く動く牽いてある卸薮の姐に産声の徽カの患素敵含むべきをと

払うp　とこうか戯毅階叡乙し＼ラ客の‖＼うこと喧○○主義入門牽ぞの本K者卜

てあることそフくりそのよさ百あり、オリブナ心慮もの底贅lこしたくともな

いとトラ次章める。藍渉埠ヒトうーくいたって喧何を狛＼わんである・そり猟

ら水音軒で飼主鮒良患粗肴やヒトラとリブを乳丞擾々ヒ吐くのである．

楳叙七喧左上よ卜ものを語ij横っという恵東だと亀ラの定木・官本で喧童

く恕卜もわを鮭．終顔化しようとトラことであり、革新的なaことばで表わ尋

軋る愚亀の舟主が玖ん百もかんでもマ心クス、レ一二⊥払トラ轟めてお畠ト

オ寺の索墨付きK穴、イ冬の凍盈渡すと楓これ卜かに、て

塔諒恕学承引＼もめゝ番良．そレて盈村紛奥の各色の⊥きく盈夕本町乾で奉

ることを轡ら木にレた∴対象吐息威東庄ものであり、建浄断て喧いかにもっ

ともらし卜ものでも宋礫の親展きく谷わな卜竜の癌應礪臆である・－オ嵐余科

資で疫キ糸底人間と八軒水碑或する鮭金である。対象K均すゐ凰線虹捜せ卜

一gト鏡にうった奮命の毅健康であ凱　そして観諒斡鹿だとトラ健碑に軋卜盈

（3j）

i



超文そ軋から史軋ゐ各紅の彗索の各軋。これか軋冬東学軋バヂ甘口ギ㌧の丘

蕗であるb礼金泉質攻線単の農lて汚＼よわしくぼÅ＼。

大軍楓放象を嫁ら沿攻宜きてやすな卜。そして巌に今宵程度するよう暮夜

鮭互温灸匁煉り上軒てしまったやその中で寒本主義が雛だ二組盆主義か軟だ

と彪簸た鮭レていおきヾ、象がああ息う、姐盆そのもの．畝力苛め乳　質養え

薮喝で壇萄象妖ガと金万がからより磯艶な線謁を呈しているぅ　㌦オ教会主義

頃で塩鮭藩＼啓と葦覆しようとも呵象蘇力を符隠すおもの攻〆つの暫歌である

金てK珂象釈カの本へする社会主義放傘で呟軒家領カと嘗廉直絶対である．

イデ、オロキーを珂ゆす額行啓輿は東方温薪に昏風の子やK産尿す畠をめKそ

の嵐軌を麿やかす有を炎ぬ全線の名のもとiて賓リ考らんと威する。イブオ8

㌢－で人乳で発ったゾ紋し飢＼、どんな風＿金座桝でもこれから姐軋る之と喧

できなし＼．庭ノ苧攻あるか、木耳鑑怨こと吐息豪農琴を畢東レ、人即断八で

生きるこ虹∈ある、よっぞ威七しか盈ぶ良し＼、

密攻にせよ官本iて也よ、武士が衛親好に国風し森い舟木、即ち醸喝払渡の

好火、水もっともすっ量りして卜た。鹿√の腐り攻「身」であった、今日の磨

轟各層のように平和をロにしながら剰虹とぐよう良三と娃しなかった廿塵等

の武ガをロうるさく韓簸しなから朱か象行使すること戒考虜であ乱　イデオ

ロギ、㌦も秦もなじ　ガとカの軋っ叶合し＼がすべてであった。万の承卜ものが

五重雷ある。人噂かもっとも努産好だった麻雀で豹為も　を、が虜腑まで庭吋な

蹄舟だ、。外観考専務いい轢夜叉とも＼うのが免状の入野舟にあらゆる衆団の碑

寒露匡薫＼さわしトこと釘である。すべてのもつともらレくて、登城」＼なこと

忠、痙人を釣る庖飯守ある、東軍の車へ入ってしまえ攻撃怠る′噂の腐皐であ

る・それも六しこ餐孝子点く、教さえろ机ぼ、よ卜のでめか

嗜大姉二象ると人甲良食紅籾守で寒も泉すべき、釆レt＼よ柔∵∵方感打㌧　し

かし魔力紆恕ものである。軍兵療欠東庄少に蹄に美しく務に魅力的苛め乱

し料レ入海とl＼う兼象綺鑑ものを考えてみると、い藩＼にもきたならしぐ・考

虜で、醜い、定むべき生廟でああも　昭人材．〃ヱ…－′〃粥承督まい＼か人礪

〝吐息むべきものである，

ヤデしかプレで勝子托賓を音いたが当人はこの農機の対象外てあると鹿毛

圃考えて卜ない。むしわ負命の好兵受入額とトラスクリ′シに歌彩レて八萄

産展麟レているのかも解れぬ。定からもレ礫の考えてLL′る人類に妓入らない

よう局牽魔にレて腱喝鼠為オがあっとうお鉾し儀持たし、。そして搬J、代務刺

すむっも少もな」恒L離邑希綺な変鼠だ■も払って卜窺卜，気象私終ヒいえ宜も

息昭人の女いえろ・絶句、衆人、博孝や釣彩摩叙どの厳冬されたものぐめリ

くう《）
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これ乙呵じことを他の人がいったらララ　主上見な　私怒憩　はそそ軋　ビビ日差し＼

ぼもりであり1生勿綺麗入明の蹄にはま二をく数万杖ものでもああ。

・－：短い二蔓二　言　寧

て‥　野　・・・、、ミ

連敗蛙大筒、ノ乳おとなしそうだか凋！て塵、めたる膚熱喧太良

もこかす、人に卜わ止ると努覇で腹命でエ魂の巌終嵐ヒはる可

徹底があると．ド、ライとウエットの河鹿磯を好く努。脅威率車

線や

＼　　　∴　∴、・

弟さあふ軋るファイトマン・解壕のイトハンのあこか、帆の汁

考掛こaきつ＞・、ゝ＼て水泳もやり、ワシゲ心の底魚練でもあ急・

卑潜冬草もキ化周桑とレて濾慶や一一…一一一，

：：こて二・∴1・・こ、

野草と尽し鬼が、らヰ寮ぞ如上か膵育った乳　考錬百草東

芝レてケ痩ワンで江／、金轡K各務ヰ＼風雨贋の奇声療吸水彪凍

姐tケ1て呼出レ小銃のこ也7－－一一‥一。
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3嘩産　金辛　味キ

コツコツk月度を啓み産がら、仔を逸っていたのだろうか．

礫Kヒって療その碑底その時、ケ速タで東プレてこ庚ヒ濱えるよう慮も

ので疫鼓し＼節食、ォぐ、

むつそソと静まった傘の木の喝老巧猟のそ私産、

もう軋蚊何だ、か史温たたかであっ如ヾ、凍†てとって惑乱楓の牽き玖替り

√亘、・∴・・

魔境の穴底建柳くブかえる噂の鹿叶の臭いがしみ／ついているようで∴木

風穴、った、

その暗、ぶッーと蓋ったようで礫汰患わす壌乾を脛めた。

蝉

ケ卑細めて∩蝉の萄み

ぞれもこのよラ産額、このよラ1て渡く斉鑑K・

礫の呼野Kこだまレ、起教区まで響き1年体やを阻オ象るよう超鳴声で
あっ真一

庚の屠蘇の車に赴七トラもの武折るみらはい、きっとそのよご机を廉い渡

レぐ異姓兵卒あろう∂

ダッーヒ・息もっか也泌その潟声由．その　の藤津で鞠こえ風車てい

た▲　　（占ズ、∫・ノア，）
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了

不

で

な　か　に　わ

磨峰歌麿金廉さ軋る。

表る、明鏡線化尊希　求色承麻布国際金塊に蔑荷主軋ねためオランダへ符

か軋、不幸Kして線礫を辱生れ反らく静思しておられよした名吟歌麿療すっ

かり図属され‥承並否底以前ヒ外しも乗らず呵兜で増増　経絡　出しててか　れま

す。それ欧これ温床希であった軋当痺薮も7巧ヱ日より僚められ孟レた．

相生．攻藤両断教戒、啓鹿足

堪亀埼奇鹿家威厳狛て竣承覇王鼻周教贋庇わぬて泉適車の啓他浄大武この

世審査をノ1スし軋詔承及寒工尊凍土の学姓を終られよした。ネ礫一席の卿渚

度を魂輝いた

エ堵私費

レます

繊隠料抵頑の工場私学が壊動く鮭も叫た描／司偉観勒歎項引率の下官

ノ3、絹生れ巳に鹸勢アク應Kより貯め軋た，午前チ痺　本学呼前蛮範のヤサ

カバスで、都象製糸（原口）剛日本ペパント（大儀）一早リゝど一JL、

（鹿痺）－　のコースで抒紋われた、埠薮の村庭水塊療育吐どの線に兼喝さ

軋こト．るか魚ビを姐解しようと努めたり、患肇の栄将で工瘍喝をすったリ・

∴てい礎」＼宰盈野や′とよいもてなしに感㈲しっさ、が紺、さんの承あク・夢虫
萄免の軟めリー一一サー、葬断て風味免官でした．机には思料でどこかへノ＼イキ

ン7よでもしま也＿んか亨

j姓のコイ

乳衛娃ても滞留‡てもえぼ＼し卜池で宜あるが、家々にとって底又ヒ射＼藤憩

河水この兼のまわりである一、承温3呵生息ノ大約在日∂円亀頭し思って舞い

コイ盈負った、池のまわりぞ現在ヒ主楓コイをかたり、友をかたり、大い＼K

人呵姐を考めたいヒころですが、もう少し車庫＿吐なんとか放りませんか敗軍

濠∴とり羊ラムカさだのさび、っいた姦観象ど良禽表レてお友邦をっくって底ビ

ラで丸く　藍か勤労孝、故をそしてくれよ故んか‥

Å科埼路の体育系射、輝度大命が終ったら㌧考の奉斗狛用後めたさえ・

勝利を温い、恕塵の準えぬぐうたかこも終る徐1て吐、大■＼K気勢を上が為よ

う恵三と象して止灘打て（今秋iく恵きっと盈組合をやろう更∴

～サン

デブ
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毒蔓第3回

茫巨恕仁腎毒禿票∴紅巨恐

不渡絶ヒ丼計歓とトラこと。

三鼠生金田　単二rT

膏から「ヅェノゝの鑑査」と痺ば耽る鉾帝に年少で、旦っ．簡∈‖＼南風武

あ県　呵塩鮭にもわたって革、学訝ギ巻学衛星燐よして来た。例えは、、「ァキレ

ス乞亀の塵産J kかr吠喧永スに腰勤し窺い」とか奮った啓観て、ニ机の狸

！く二つの河鹿かああ〇　二帆は一腹の敏行のようにも剋える訳、′才象確に盈

密の本項、王ら掴感の永項藍つ卜ぐいるものと者えられようJ帝う∴蹄嘲

ヒか変嘲k卜ったるの火、或考の直観で希えるよラに東歌に介劉Lうるかざ

クかということである。歌碑朴の知和て鉱しくるように「耗頂に人主、く弁劉

すわ」邑いうこと打身、鉾浄Å矛盾と函数よ星舟っている乙と忠の否めな8

数学妄底藍鼠庭いわやあイ㌢㌢‾言、ルタ珍味Kよっr定義王軋為が、河鹿療

それでから率いたわけで煉なく、後妬く於てもその黎動生息動く解鑑された

ものと年竜え射＼、あ鳥人碩免を覇上れ鑑、・盈亀明嵐恵永象k歌学l二号

琴芝れた辛尊家鼠のぞあゐっ又、よく知られるよラlて重言化された工右レギ

′率舷があ右膝えの木盈乾女鹿を承欄射、邑いう奇異や＼射て払えやもめ

乞して洩、2、／チ牙に於けなヘリウムの匪汲劫現象かあり、タ員この後象を｝

幾粥する量のヒレそ、この武鑑のヘリウムが童子乗艇であるヒ姦わ町　衆唇

歯にもその丘＿レ吉武鮭めら軋て卜る之と玖どがらげ、られるし、その躍、ニェ

ートんンリンデの干渉象鼻息初めヒレてタくの威勢後象に不盈敵組医絡めら軋

釆t今ノウの句風のやつ抵動二つし＼て葬村巌旋とし＼うことが和げら虹ゐ叱

偲ラ　ケープの乾布寒殊ヒして、全宇宙を卑す鏡のよう玖もの藍考えるとす

るヒ＼その寸に草為もラーつの留鑑疫、威その桂ん苧い診毎鮭ヒ原審Jで珂じ

だろうか、即ち卦やの細る留が壊刺に厳密に銀うだろうカ＼ヒ言うことであも

▲碁は多良射ぞある、私学でよく狩　れるよ　に大泉の舷谷鰍は光学綺く潜

鹿で毒手泰乙息子泰があり、東験乳で合点よれたものはラ也　体等〉ぁるとト

ラ奥庭廉い威厳かある。これは尊顔亀岡に寒風するニヒであり、このよう宜ノ

ニヒが、生命の政孝王ら仁者虞の一興虞の組ヒ原く感か、っトマトなように準え
（3ギ）ノ
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為のであるp　八、数年前・アメリカのリーヒヤシ玖′′′ぐ　デ　の鉾時務〝

定トラこと之痙線姫に予後レてノ〟ベル賓を廣終レたか∵　これにつ卜て鉾レ

巨ニヒ楓とても終りか＼ぬるが、ヤ明子じかの素駐孝の覇威過敏である夜の替

歌粗が破れているニLを盤ヾたものと奮われて卜為、そり継∴牽虹の鹿疫学

では抒軋　垂噂の村林産に好レて色ヤヒ狩じられて卜るようであか　ノ、J＆、

エペ心グの見境した「葬礎盤虜」乞≠、、濱叶浄土のr蘇原軒壕」ヒいったこ

とを考えるとき、裁その童輿劾鼻緒踊毅玖ますます蛮族レ　草炭の塵乳線ヒ

か耳床鮭机＼つたことか我々の牢在る直観の産材にすぎ、ないのかもし机か、

とも考えるし、ス、嵐の奥の奥庭で妓メP癒し又、オ線鮭、盈厳姐を毛って

いるのかもし丸森トとも席えら帆息、それli　句毅の風儀ヒし＼ラものが牽常

に単線なあのた、ヒ終われゐからであ為、

ツェノンの鹿渡Kついて嵐、卑属孝弘経常「牽ヒ洩免の嘗尊」

考の「乗の厳象」をあ汲み下さいさ

針本紆払漁について

教官妓民主主義の顔膏の平に育ち、磨薄緑乳象を琴匠つけて卜為と考えて

い為し、経度の摩こそあれ▲　ノ兎ぞラトラこ叉になっても＼為．ヤして今の蕃

卜避粟の入線、骨の展考を射すた大風の喩度盛なり私貌ごなし！て”東泉軌ノ

ヒトラ奮菜百番軋しようとすあ．しかし、その孝が一風い＼ガ、香れ鯛圧して．

義軍も又、その艶べっする軒象紆路線のく打て生きていてそ帆に嵐ブこうヒレ

射＼のであか∴志卜かえると∵組付K磨く司太紆玖灸水嚢々の中に入り込ん

で卜ゑふを慮って嵐か左軋るのであ烏。（ZJつより乙lま村もす本珠衛のヱとで

まなく、イギリス人の魚教主東やアクシス人のデかし卜棺息盈主義にもみら

軋ることやあるさ）そして．ロで萄渚を窃え　針太綺軋鈍を魯魚する卑身の

骨格、執り紛れ食言を感じるのそある。それら底、又、借りものユよう音頭

宵の終隠牒横、わあ終わ性徴紛儀容を瞳み毎しているよラである。外周人

汝車庫か■、享クか脅かかつたこじを、日本がタ∂孝で武レ乙げたと番うが、

その年岬舞妓そのか官本の魂庭の真也が砂上の礫勘てすぎな卜土のであ

るこ乙象泉して卜為。雪本の象菜草争相国≠＼らの絶威のめ賓であって右

図氏のそれでなかったし、民主主義竜野東の姶祭で喧なかった。けれども．

そんなことはビラでもよいことであって、その碑からボアもチ監事断て郎払

す金かLhラこと武史異なことで舞台、そりよク在鞄孝綺落後色奥1く鬼常す

る覿牽、好属紆玖灸Kすする疲弊の上に立っ兇刺を凰じてこそ＿軍本の文化

秋冷乙卜つをことが浄じら軋為りそ止ま射＼た、ろラメ＼り　西洋の線状書く患酷暑斗

こうヲ）

ト　二



し、召本紆玖級の官員吋香え玖昏尊あフぐノ頑なしであろうけもうろん、こ

こで蓋うの底その儀属を髭額レぐと＼息の・で底良くレア、その剋ゝ列の上婁て立郵

レた訝レ上巳本村臥観照鹿象象ことを盛べたっもり等あるも

東学の刺隈にっ卜て

軋まれ科学武智敗の絶対紆具象色素めてタ射て到ったけれど、も．し息、、しぼ、

速′　たよう　濃紺射良もの痩身鮭也す二　孝くの率牒オヾ相対紗であること武紅

顔されたい　もっとも、ラツ払／レの菖ラように仝てのもの武棉村給与あれ吐’、

臆界巨‖ま瑠紺野産もの底飢＼釣である鉱一い…一一　そレて今鱒の科学をみ

ると、町人どうしようもな卜刹取が糸られるよラ否める。それ良工上禾二八

さんの敵軍仁も者ガ＼軋て卜為が、考乾すゐ償金＼とそのオ座主っいてああ宅歯

康の剰野水漉葵であるヒトラことである。

ます、渚ノに乙リ上げら軋るのは鋭利の呵産でみろラっ　もし、人乳が菟にの

って象る二と衣私永く、その嫁狛二威武呵じ塞庚で琴じオ射て如し＼ているとす

ると、その鹿に八枚啓介の肇を汲めること底褒東森し＼．そ担え．亀にある豹1

硬生れた慮庫の上硬水あるから季ある、このこと底呵名和で．蜂珂Kも影響を

戊ぼ、し　或マ水温考ヒム未来虹か去っているの攻撃に寒々に喝レて√悠㌢違え

ることであり、胤の級刺身につし＼て患厳冬でああかもし軋ないレ、禾束であ

る方＼もしれ射＼のぞあるb　だから＿　戴く木わな遠方にある匪象を観濾巧する藤

倉に払、嵐をのめあ蹄兵に炎する阻星しかみることは頗東急卜のである・郵

ち、戴そ新患星組刻の庖号ヒレて便しうかぎリ・この珂教主をよ狐が軋ること

わ堪承飢＼わけであり、そのこ虹故人呵廠藍の薮魔法どによって、孝少の奥

底をもって覚れこ感じられる。

次lこもう′つの席～象の河鹿ヒしこ禾威風虹色ハラこヒカヾあげられる．痢え

洩、乗車風教等のよう息ものを観刺しようとすれ成‘∴それだけ亀子法彩馨を

牽けることヒ射、その舷藍を頗吋に久さい末虚妄で腐巨たとして葛、塵劾

後の未森去療それに応じであそくなってしまう、乙九度、右奥矧姐で秀之て

卜たように艶味寒贋にみて息敬子の風勢か全く止ってしまうというこじか句

リ客蓋い＼ことを東レている、絶後冬厚に於て綾鬼子法灯かわからないけれど

も、ある禾鹿さをもってプラプラ盈勧すると考えら軋点。このようなどとの

覆る原固慮、複線灘卿巨財レて新レト感度を与えあごとなレjて、効を艶剰す

るニヒ喧朝来な卜激である、又、割の磯とレて、蜜等の宵夢凰承致希えると

きに、亀子がどのスタ再生盈フて汗顔を庭すか虹醸劃しようとすれ虹二年

歩は奥ら息卜し、亀子水冷観木乾守あるの）て、二つのスリット乱巧断て盈軋

〈女の
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八

＋

つ
り

したと秀皐ら軋乳乙礼法、〆軋殖常在矛屑でめって・我々の東鶉の軋呵し、

射＼ようで、ある武、こ
、ニまま虜虜そももの相承鮨周腹立希えてよいだろ′うこ
こ軋玖さら畑軌掛軋り、ラ隠侯にも呵俸レて象るのである，

、身三lく、生命の償域守ああ武、生命の本環を知ううと東歌するのに、考軋

率直払いう風碑が月日＼ら卸し鼓し＼の痩壱うまでも放トも野も・生命息知る嵐に

煉、箔漉＿．野鼠虹も＼ラこヒ変身一に考えぬば息ら紅卜の守あり、このことだ

けでもしその民衆オ風敗者レく判硯を及けあ。それに押えて魂◆東庄どれ劇

庭庭師隠卜百、そ¢金武磯樺色解明しなす軋虻、鑑ら勘＼け韓く二六方針で

虻、今顔、タくれ魔境匪水細符さ甚る一

々の胤終学に法人甲虫ヒ奮った利腕もあるやけだ水、・このことは葬酎て、

多くの同属鼠革んで卜るので、尺列の機公‡こも盤ぺlたいヒ賂ラ。とにかく、

ノこれよラ克郎頑疫、矛首の料孝大束やの盛典的覇観象硬クていること盈東レ

てい恕衣．同好にこの剰喫水虞に湛えられ良し＼もの庄のか、あるいは魔え鬼

領域ば打力＼庄虻ハ乙トラ酉を生乳′教官に三かこ官爵の展観のあること色物猪

ハつているよタに払えるの否あるt

観刺の打席七っ卜て度、革揖丸太帝者r現状財産啓の細」尿か、・

一郎考「慶子か単相麟橡」‾を各級下さ卜・

粛啓の魔オーある私卜朗岬

周力司の恩皐の亀攻阜略の人の熱気で卑くくも為．外で慮．射ナtしく雨水

降っているpかラスK雨かたたきっけら札て弘と†じの水軍夏煉って洗叫お

ちろ。その患者は鍼に夷レトが、それをみる射て、南棟の痺確つた啓帝を愚

いう∂＼べ為。

もぅ五年も前になってしよっをけすLども、萄決に入ってまもなくの農本鬼

に、ある絶鮭に「鹿歓薪帝の躍　オ」が裁てhk。その尊卑、脚線吐もちろ

んギっておら寸借頚と洩何れということもわ方＼ら㌫かっだの紆ガで・乙にかく

琴毎号ラなのぐ、よっそく煉りたくなった船町しろ珂衣のノ＼シデが出来奄

隆の穐軒軋浄各社／射、。それ苧環の友人にたのんで、入庫のものぼ頼って皐

、らし＼夜リ蛙官命ぞ呵ふとか解ってみた．学頃でズ仏界野内賀粁ヒレてドライ

アイ冬色飯上　身日盈くま守大衆レたの鯨、参篭慮玖珠ど鹿われそうKを

ト♂サ色々と周卑葱希えて諮るめだが、上す一札も欠航し、こうとラ剋碑身に手

敏を鹿レて軒＼たところ、範のあてオ武藤卜のだろうと竜う¢竿、・逢せな解

凍で蒐致あて㌧ゝみたけれども、や法り私え臥し＼，そ軋でジ．か息リ、　あさわめ
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かけていた韓　私学の転女が経基の底いて暴いてあるチヨットした率を摺っ

てみろと去ラので　芝つそくやったところ三十弁慶してフし＼に∠鮭艶色私るこ

と永劫来札　この時の感歎阜一一軋りで抜かった。ぼ＼ん摩リヒ三十本経、廣卑

楓蔓でっ亀路虹息がめてし＼たっそして亀燈鼠つけ忍のが金く噂しいとトラ乳蹄

で／族でめった。

その後、牽験の孝畏ビで止めてしまったけ軋ゼ、　もつと灸や塵泉しても＼

たら図百かっをだろうやそ札にしても　奇畝を出すと親方丁に「ウラ才鉱」姦：

象ってくれを〃患史、邑マ刻畠してく札を物象の戸患史、それにあの舟薫の

に左目＼の7るフeコど一心ア心コ一室／山一‥－p　そ度しらが解かきく速度的夜風鶴

とレて愚卜奥ま軋るとき、ij＼と、笑卜か如し、炭さえ宵にあふ軋為。そ姐庵

おそらく科学の勉かなん産、ろう亀　岡の軍の患阜頼経底，そんな率を各卜私達

＿せ▼あぐ

ここ　‥ご　‥二　　　　　　　　　　、、

夢の呼に喧東風す私産肇と、木琴私産ことの二線螢ああと払うけれど、東

盈木耳私であるオ武より簡∈‖＼し、それへの縁れ蝮さらK教くなるもので範

毎も　礫の琴線八軒ヒレて　す私首あっても　礫畑ま永ス仁木可能怠ことだ木

ノ壁」く〆虜、嘩輝倉K亙ってアプトを吸ってみた＼＼とバ＼ラことぞあるゆめの

勘、一束の藤百・／こしイオリ⊥、チェロ、フルート　水心J L一一一一　枚ビ百八

血巨人やり＼や、色マ往膏を東艶句象るの隠す紺らしトことである．カ＼風位嘩

さん木島うK喧　嘩革の三三とトラの軋ケ萄牌有が呵良しようとしてし＼a

遜＼ヒトラ家産をプフいて表わすご∠右打畠う㌧卑轡凍上凍思希こ　礎頗木一体

ヒなって潜めぞ一興の卑衆人直れるヒ蓋う武、この夷しき良人町の棒リうる牽

考のもので綾なし＼ウ＼じさえ惑う汐　二九吐演劇放どの藤倉でも衰えゑニヒ蜜う

うが　その孝雄隠、さらに禾呵お頭財布とも奮える底氷り良▲シェフ斉ニ′

コユダ工′レトの凪で妓な卜だろう，この東レさを剰直鎖泉鳥人は矛庭ぞあり

′とから凍しく痕うむ珂動く、モープア心卜でもチャイコフスキー竃もよし＼し

べ、一ト′ベン、ブラームスでもよし、．／庚、啓介の骨きぼ密度藍全に碑渾し

て弟たし、9号レぐ脂膚斉の者か、匁／度噴いた＼＼ヒ夢久丘のであるb

（4ズ〉

彪
凍
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C風教蔵冥及び学生薫簿二二

歌　麿、．　顔　吋　瀕一軍・上思乱温度風下虹免上心（25〕∫∂／／

貴　志　凛太郎　東都舟乙お室輝を河町天牛皮岡d＼年丸のロヱ∫の／∂

硯鼻泉喝絶山鹿亀

田

野

亀

晩

薦

孝

養

僑

項

本

町

鵡

鶴

硬

拭

ケ

呵

希

竹

松

鉱
泉

野
庖
礫
喝
　
上
　
上

声
乗
車
思
　
考
　
稗

史国東

威

風

摺

喝

民

欧

或

鼻

息

え　丸底紫什琴線町夜のj参

入　底私風靡撃車の鼻ノ3、粛嗟＆亀〆β夏

骨　思索鼠埠とキ煎椅町ノ／享　く7〕去∫汐チ

努　風東風姐碗衆奥底関前義解町ノβのj

腰　衣オ帝大各務好　が摘佐亀公嘩羞鳶書
生　車乗及六番感斉「町密へ

土　屋家政疇埼療郎町野ヱ〆

三 彪東風木黍÷町を町／の／j（露jユタ＃享

疫　や東風覇の東靖墾町∫の′

、．い／
　
　
努
承

上京且六軒町盈ノ条と心若松町5ダ∫

くタダJ jJ乙才ヱ

乎東広重の綿雪町ア　（錐）‘／夏ズ

東頻虚し叫嵐　珂和室腐町／

斉　姐．比軋東野ケ暫町ノ7

線．浄・轟礎滴責哲率ノノノのヨ∫、∫岬3ノ∫∫

国　風　大夙帝展盈区永年町／ヲ

丸　京都府乙あ圃大功村村乗車畑ア畑　山卑7g

臥可

牽　上　痩

大筒密腐熟思上腐皐姓ゼ丁目ヱ好、㈲）∂タ占ダ

寿東軋毛蟹奇勝の下町∫〈仔廉希輝き）㊦

庇、弘温莱宵萄希絶町Jよく瑚jP♂∠　牛堰く≠ふロ）

二二二二（、

盤ガン＼樽酒円心町／ノ　並ぶL′＼づ掛ヱ／ク7

弘広大浄草應雪町泉帝雪町（サギ呵覇オ）㊦

上　田　風　音（額）大筒尊厳盈鑑三潟町≠ヱ（年々）占ノ／之

上　田　　　絶　大晩帝承鑑を凪亀ケ両町＃㌦j／げ9力彙クスヱ

上野路凪（

大乗軒地歴L午東町ヱ〆／タグ

穴歌市丸夏払舷町左／∫（石田丞r方）㊥
（在j）
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河
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孝
　
下

患　家東且感平泉嵐ノロ町j東

森　咳喝帝本望再三ニノ＼

碗－
～河村布田庭町／ノβ∂　爾卑∫エg左

右気風乾園大泉町之∫（岩崎礫天才）㊦

え　大家帝乗艦首鼠宙温水町rTg／ユ

ニ　奴乳大塔軍歴曙ゴノ、　頓gjユ∂録く心麻）

い
　
▲

患（
・　・忘　．－ご；

て∴一　・．　　‾　・

檜
絶
盈
　
突
阜
患
　
萄
範

国

数

や

賽

団

叫

紆

　

野

閏

威
　
喝
　
咤
　
巧
下
本
密

太
　
線
　
原
　
町
東
鉄
線

大数帝蛮風り　爾来凍　ヱヱの　二之♂

硬水帝碕久直／≠弁才、

左京風音田下町藍町ヱj

泰夜風姓葛東都河各組東召上　秀鼻　77（木下）

お家象葱画一思田町クのノヱ（碕帝函束オ弓㊥

大阻符麿河関節釆原町腐生ノ3：受：ク

右京丸亀密肴の将軒ユの／（ヰ原盤耗方）㊦

抒　大歌葡萄夜区／如軋町ノ㌢・払射）ノ∫‘♂

雪
隠

密匡斎ケ渡瀬軋町フ3、現車㊤－∫㌢g∂

大儀覇偲軋星座宵ノの．ヱ／

喝　頗戸車束鬼臥産を町癖両／ユタヲ（訂）∫如7

㌦　や気温立夏轟楓町中申ヱ£

東
女
へ
孝
二
二
郎

子帝

廣　一或

太
　
智

線
・
恵
庭

象

軒．八・・

大身帝摩軒錬展嫁町392（大津Z鉦働㈱
家弟区炎蓼町野例∫57　日）デフタ∂

大硬膏阿倍野凰賭和町面〆r首／3．

（呼光弘／）£ヱヱβ碑）

（廣）犬死帝発見風穴各鱒「／∂丁亘gj

央市野湯町ヱ丁目劣

や東庄を走下卑町が（隠田泉ヰ〕①

大筒帝産を広御崎町／のg／、ぴ〝）夕∫／ア

剋乱等寄礫東町ノの∠／（空軍兵武子オ）㊦

萄昏市中東野ヱの∠♂　啓浮く∫）♂うJg

（廓）大筒帝泉鹿毒温泉庫町㌻rj　捌）／♂ア／

立　野暫帝申子河口弘町ノgノ

有　釆泉市郎象轟♂
故ヌ）

、．　－f

4鴎

j痘！
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4凰生　　厨　司　き乙　子　下風乳濁叫風下魚種下る）l慨町jA乳07）∂β∬

森　山　大夫∴姐
（

大腰弘毅〈
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楓
　
刺
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藤

壷
蔵
人
努
　
｛

密教希望者町39／

上乗軋者キ聴覇町（大帝瓦野方）く廻省7押㊦

叩可市蠣窃町メ丁司

此▲乱入終車而ノ各町九（劫喝番朕等オ）

く坤）ノ∝ス7㊦

薮や南牧郡本町∫の《‘象車アペート／ク線jg之温

級　東森盾乙剥離最嘱町穴尊夕里d、誓／＼ノ拷ノ′のア

萄　東山鑑三鼻息百両帝展ノ＼中之町／ヲ／（‘）‘之／♂

男（
晶系県東梱原木東町入学亀食／／‘ダ

剋且尊卑侃必町奥照ヰ杓（萄浄巌等れ㊦

勾　飽（廓）埠商金岡町／タえj

武　考　窮鼠摩帝考粛町享　　は7）7掌∫∫（亀沢）

藤　森寮食紅葛戚郡当麻村　長凰／古　く仲村）

晋　－（蜃）布教癖車力＼灰／ス5のよ

隠　嵐

晶　歎（
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渚
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泉
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東
歌

（照戸帝索敵住着吋畠軒喧／ぜタダ粁鉾りjgj7

羞東風心鵡乾町（妹藤一が　㊥

（泉）外帝喝覇温孝凰りヱ丁′ヱ占　埠は鳥細♂

珂項布鞄車山下∫7　　河山¢）♂7Jg

竜泉且乾函ノ長野町粟のす　く鹿句風）㊦

ニ　尼崎帝蘇尊笠ノ兄上∫ク

咽　頭を着ろ鹿町ヱ声　　　萄夢や）／j∴r／

天　産凰市ノ〕＼碓町

し：・・∵こ　‥∵　∴・・二・・∴声音潤一

孝　筑後）l庸承凍3／／

√　席姐璃乳状／丁弓／ス♂

変
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泉
　
姐
歌
御
　
摺
埼
汽
　
　
　
　
　
賓
　
垂
　
姐
単
　
線
　
卑
欧
好

勲、
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